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11.白石浩之「ナイフ形石器文化終末期の様相 一相模野台地の茂呂型ナイフ形石器群について一」『神奈川考古』第22号, 1-21頁 ,

神奈川考古同人会

12.鈴木次郎「ナイフ形石器の終末と槍先形尖頭器石器群の出現 一相模野第Ⅳ期石器群の構造的理解―」『神奈川考古J第 22号,79-
102頁 ,神奈川考古同人会

13.鈴木道之助「新東京国際空ENo12遺跡の有舌尖頭器をめぐって」『千葉県文化財センター研究紀要10 -10周 年記念綸集―」, 1-19
買,(財 )千葉県文化財センター

14.芹沢長介「有舌尖頭器について」『考古学ジャーナル』第258号, 2-5頁 ,ニュー・サイエンス社
15。 日村 隆 rナイフ形石器の地域相 ―下総台地における変遷過程―」『千葉県立房総風土記の丘年報」9,33-46買 ,千葉県立房総風

土記の丘

16.中村由克「野尻湖・信濃川中流域の旧石器時代遺跡群と石器石材」『信濃』第38巻第 4号, 1-16頁 ,信濃史学会
17.保坂康夫「先土器時代の礫群の分布とその背景」『山梨考古学論集 I 野沢昌康先生頌寿記念論文集』, 7-56頁 ,山梨県考古学協会

ほか

18.森鳴 稔「神子柴型尖頭器とその周辺の二、三の課題」『長野県考古学会誌』52号,46-48頁 ,長野県考古学会
19.森鳴 稔「本州中央部の有舌尖頭器」r考古学ジャーナル』第258号,16-20頁 ,ニ ュー・サイエンス社
20.森山公一「神子柴型尖頭器にみられる扶入部をめぐって」『長野県考古学会誌』第51号, 1-21頁 ,長野県考古学会
21.山 田晃弘「北海道後期旧石器時代における石器製作技術構造の変遷に関する予察」『考古学雑誌J第 71巻第 4号 , 1-26頁 , 日本考

古学会

22.横山英介「北海道の有舌尖頭器」『考古学ジャーナル」第258号, 6-10頁 ,ニュー・サイエンス社
報告・資料紹介

東日本

23.大宮市遺跡調査会『西大宮バイパスNo 4遺跡 一般国道16号バイパス関係 ―H―』
24.岡村に文 r報告 我孫子市埋蔵文化財発掘調査の動向 8(昭和59年度 )」『我孫子市史研究」第10号,191-192買
25。 織笠 昭ほか「長野県野尻湖遺跡群の編年と地域的様相」『日本考古学協会第52回総会研究発表要旨』, 8-9頁 , 日本考古学協会
26.開田村教育委員会『開田高原大原遺跡』
27.学校法人創価大学 r東京・太陽の丘遺跡』
28.神奈川県立埋蔵文化財センター『代官山遺跡 県立長後高等学校建設に伴う調査』
29.神奈川県立埋蔵文化財センター『田名稲荷山遺跡 県立県北方面高等学校建設にともなう調査』
30.神奈川県立埋蔵文化財センター『神奈川県立埋蔵文化財センター年報 5』
32.小林康男「塩尻市柿沢出土の石器群」『長野県考古学会誌』52号 ,22-26頁 ,長野県考古学会
33.(財 )茨城県教育財団『研究学園者5市計画手子生工業団地造成事業地内埋蔵文化財調査報告書 大境遺跡』
34.(財 )茨城県教育財団『水海道都市計画事業・内守谷土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書 2 奥山A遺跡・奥山C遺跡・西

原遺跡J

35。 (財 )茨城県教育財団 r龍 ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書12 南三島遺跡 5区」
36.(財 )茨城県教育財団 r龍 ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書13 屋代 B遺跡 I』
37.(財 )茨城県教育財団『常磐自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書10 細原遺跡J
30.(財 )印施都市文化財センター r千葉県印雄郡印施村 印椿村村道瀬戸師戸線発掘調査報告書」
39。 (財)君津都市文化財センター r_千葉県木更津市・君津市― 富津火力線鉄塔建設用地内埋蔵文化財発掘調査報告書 熊野台遺跡

西ノ根谷遺跡 金ヶ谷遺跡 畝山遺跡J
40。 (財)群馬県埋蔵文化財調査事業団『下触牛伏遺跡」
41.(財 )埼玉県埋蔵文化財調査事業団「中矢下・夕日ノ沢・上前原沢・芝ロヲネ・後山北谷・滝尾塚 住宅・都市整備公団飯能南台地

区埋蔵文化財発掘調査報告J
42.(財 )埼玉県埋蔵文化財調査事業団『中砂遺跡 県立所沢西高等学校関係埋蔵文化財発掘調査報告書』
43.(財 )千葉県文化財センター「常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書Ⅳ ―元割・聖人塚 。中山新田 I―」
44.(財 )千葉県文化財センター r常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書 V ―谷 。上貝塚 。若棄台・塚 (1)。 (2)。 馬土手 (1)。 (2)

。(3)一」
45。 (財)千葉県文化財センター「千葉市辺田山谷遣跡 一千葉県小児医療センター (仮称)建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書―J
46。 (財 )千葉県文化財センター『酒々井町伊篠白幡遺跡J
47.(財 )千葉県文化財センター『多古工業団地内遺跡群発掘調査報告書 ―林小原子台・巣根 。土持台・林中ノ台・ 吹入台―』
40.(財 )千葉県文化財センター『千原台ニュータウンIII 草刈遺跡 (B区 )』
49。 (財)千葉県文化財センター『主要地方道成田松尾線Ⅳ 小池元高田遺跡 上宿遺跡 柳谷遣跡 井森戸遺跡」
50.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡―昭和59年度― (第 1分冊)J
51.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡―昭和59年度― (第 2分冊)』
52.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡―昭和59年度― (第 3分冊)』
53.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡一昭和59年度― (第 4分冊)」
54.寒河江市教育委員会『高瀬山K・ L遺跡発掘調査報告書』
55.遮那藤麻呂ほか「阿智村池ノ平遺跡出上の神子柴型尖頭器」『長野県考古学会誌』52号 ,29-32頁 ,長野県考古学会
56。 多古町遺跡調査会「大原遺跡』

57.多摩都市計画道路事業 1・ 3・ 1号線関連遺跡調査団『東京者β多摩市和田・百草遺跡群 ―多摩都市計画道路 1・ 3・ 1号線和田地
内拡幅工事にともなう調査―」

58.調布市深大寺町上野原遺跡調査会『上野原遺跡』
59.月 夜野町教育委員会 r善上遺跡 ―関越自動車道 (新潟線)地域埋蔵文化財発掘調査報告書― K.C.Ⅷ 』
60.堤 隆「川上村柏垂遺跡の採集資料についてJ『長野県考古学会誌』52号,33-43頁 ,長野県考古学会
61.長泉町教育委員会『中尾・イラウネ・野台』
62.奈良地区遺跡調査団『神奈川県横浜市緑区奈良町 奈良地区遺跡群 I』
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63.成井寺ノ下 I遺跡調査会『千葉県下総町 成井寺ノ下 I遺跡発掘調査報告書』
64.練馬区遺跡調査会『天祖神社東遺跡』
65.八 王子市石川天野遺跡調査会『東京・八王子市石川天野遺跡 1984年度調査』
66.八 王子市宇津木台地区遺跡調査会『宇津木台遺跡群Ⅶ』
67.八王子市南部地区遺跡調査会『八王子市南部地区遺跡調査報告書』 3

68.比田井克仁ほか「東京都多摩ニュータウン遺跡群の発掘調査」『日本考古学協会第52回総会研究発表要旨』,14-15頁 , 日本考古学協

69.富士見市教育委員会『富士見市遺跡群Ⅳ 氷川前遺跡第 5地点 (市道34号線拡幅工事関係)』
70.降旗俊行「長野県松本市城山採集の尖頭器」『長野県考古学会誌』52号,44-45頁 ,長野県考古学会
71.北陸旧石器文化研究会「手取川流域旧石器時代遺跡群の予備的調査」『石川考古学研究会々誌』第29号,21-42頁
72.益子町教育委員会『益子・山守塚古墳』
73.三鷹市遺跡調査会『古八幡遺跡』
74.宮下健司「長野県東筑摩郡麻績村蔵次郎遺跡出土の神子柴型尖頭器」『長野県考古学会誌』52号,27-28頁 ,長野県考古学会
75.八千穂村池の平遺跡発掘調査団『池の平遺跡群 ―八千穂村大反遺跡・塩 くれ場遺跡の尖頭器文化―』
76.大和市教育委員会『月見野遺跡群上野遺跡第 1地点』
77.山梨県教育委員会『釈迦堂 I』

78。 四街道市吉岡遺跡群調査会『四街道市 吉岡遺跡群発掘調査報告書』
西日本

79.関川尚功ほか「奈良県三輪山麓採集の有舌尖頭器」『1日石器考古学』32,125-129頁 ,旧石器文化談話会
80。 多気町教育委員会『河田古墳群発掘調査報告 3』

81.藤野次史「広島県佐伯郡吉和村冠遺跡群採集の遺物 (2)」 『広島大学文学部帝釈峡遺跡群発掘調査室年報』Ⅸ,86-119頁 ,広島大

学文学部

82.村川逸朗ほか「長崎県福井周辺台地の旧石器資料」『1日石器考古学』33,73-79頁 ,旧石器文化談話会
83.吉井宣子「奈良県香芝町平地山遺跡における新資料」『1日石器考古学』33,85-89頁 ,旧石器文化談話会
単行木

84.愛媛県史編さん委員会『愛媛県史 資料編 考古』
85。 国分寺市教育委員会『国分寺市史 上巻』
86.埼玉考古学会『埼玉考古学会30周年記念 ―シンポジウム資料』
87.芹沢長介『旧石器の知識 (考古学シリーズ)』 東京美術
88.茅野市『茅野市史 上巻 原始古代』
89.新潟県『新潟県史 通史編 1原始・古代』
90.古川市史編纂委員会『古川市史資料編 原始古代編』
91.大和市『大和市史 7 資料編 考古』
補 遺
92.平賀遺跡群発掘調査会『平賀 平賀遺跡群発掘調査報告書』

1987年

論 文
1.織笠 昭「相模野尖頭器文化の成立と展開」F大和市史研究』第13号,44-73頁 ,大和市役所管理部庶務課
2.樫田 誠「神奈川県大和市深見諏訪山遺跡第Ⅲ文化層のナイフ形石器と槍先形尖頭器」『大和市史研究』第13号,74-106頁 ,大和市

役所管理部庶務課

3.桑野一幸「先土器から縄文時代をつなぐ石器 ―有茎 (舌)尖頭器の動き―」『大阪湾をめぐる文化の流れ もの 。ひと・みち』,
1-15頁 ,帝塚山大学考古学研究所

4.近藤 敏「市原市の先土器時代 ―地形・地質を中心として一」『市原市文化財センター研究紀要』1,1-25頁 ,(財 )市原市文化財
センター

5.高尾好之「愛鷹・箱根山麓における先土器時代石器群の編年と小時期区分に向けての視点と問題点」『沼津市博物館紀要』11,59-70

頁,沼津市歴史民俗資料館ほか                                        。

6.堤 隆「「野辺山編年」と本石器群の編年的位置付け」『三沢遺跡』,169-171頁 ,川上村教育委員会
7.中 村由克「中部地方の旧石器文化の変遷 ―野尻湖遺跡群を中心として一」『第四紀研究』第25巻第 4号, 日本第四紀学会
8.比 田井民子「関東 細石器遺跡 再考」『東京都埋蔵文化財センター研究論集』 V,181-194頁 ,(財 )東京都埋蔵文化財センター
9.森山公一「横倉遺跡の神子柴型尖頭器をめぐって」『山梨県考古学協会誌』創刊号,42-52頁 ,山梨県考古学協会
10.柳 田俊雄「阿武隈川流域における旧石器時代の研究 I ―福島県石川郡石川町背戸 B遺跡の発掘調査報告 (I)一 」『福島考古』第

28号 , 1-32頁 ,福島県考古学会
報告 。資料紹介

北海道

11.(財 )北海道埋蔵文化財センター『鷹栖町嵐山 2遺跡 一北海道縦貫自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書一』
12.白滝村教育委員会『白滝第 4地点』
13.白滝村教育委員会『白滝村の遺跡』
14.富良野市教育委員会『東麓郷 1・ 2遺跡』

東日本

15。 厚木市教育委員会『厚木の考古資料 1 先土器・縄文時代』
16.市川市教育委員会『堀之内』
17.伊藤富治夫ほか「東京都小金井市野川中洲北遺跡の調査 ―旧石器時代の石器群と泥炭層―」『日本考古学協会第53回総会研究発表

要旨』,10頁 , 日本考古学協会
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18.大田市教育委員会『下宿遺跡 E地点」
19,大宮富善ほか「西村山地域採集の槍先形尖頭器について」 r西村山地域史の研究』第 4号,西村山地域史研究会
20。 柏市教育委員会「昭和61年度 市内遺跡群発掘調査報告書』
21.神奈川県立埋蔵文化財センター『宮久保遺跡 I』
22.神奈川県立埋蔵文化財センター『日向南新田遺跡 ―神奈川能力開発センター建設にともなう調査―』
23.神奈川県立埋蔵文化財センター『神奈川県立埋蔵文化財センター年報 7』
24.川 口市教育委員会 F川 口市文化財調査報告書第25集  一吹原遺跡―』
25.川 崎市教育委員会『川崎の遺跡』
26.岐阜市教育委員会『寺田。日野 1』
27.県営岡田団地内遺跡調査団『神奈川県高座郡寒川町 県営岡田団地内遺跡 (第 1期～第 4期 )発掘調査報告書』
28.小金井市遺跡調査会ほか『野川中州北遺b 7K辺の狩人 。その生活と環境』
29。 国分寺市教育委員会『武蔵国分寺跡発掘調査概報X 北方地区」
30。 小杉町教育委員会『富山県小杉町北野遺跡・椎土遺跡』
31.御殿山遺跡調査会『井の頭池遺跡群 武蔵野市御殿山遺跡第 1地区D地′点」
32.小林達雄ほか編『壬遺跡 1987』 國學院大學文学部考古学研究室
33。 (財)市原市文化財センター「外迎山遺跡・唐沢遺跡・山見塚遺跡』
34。 (財)茨城県教育財団『主要地方道取手筑波線道路改良工事地内埋蔵文化財発掘調査報告書 境松遺跡』
35。 (財 )印雄都市文化財センター r森ノ木台遺跡」
36。 (財)印施都市文化財センター『千葉県佐倉市 高崎新山遺跡発掘調査報告書』
37.(財 )君津都市文化財センター『一千葉県袖ケ浦町― 中六遺跡 ―町道蔵波・木瓜台線道路工事に伴う埋蔵文化財調査―J
38.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『後田遺跡 (旧石器編) 一関越自動車道 (新潟線)地域埋蔵文化財発掘調査報告書第15集―』
39.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『群馬県埋蔵文化財調査事業団年報 6』
40.(財 )千葉県文化財センター『主要地方道成田松尾線V ―中台員塚 。松尾東雲遺跡・八日太田台遺跡―」
41。 (財 )千葉県文化財センター『佐倉市腰巻遺跡』
42.(財 )千葉県文化財センター『千葉市小中台遺跡 千葉都市計画道路 3・ 4・ 43号磯部茂呂町線建設に伴う埋蔵文化財調査報告書 2」
43。 (財)千葉県文化財センター r大井東山遺跡 。大井大畑遺跡 ―級河川手賀沼河川浄化に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』
44。 (財)千葉県文化財センター「八千代市井戸向遺跡 ―菫田地区埋蔵文化財調査報告書Ⅳ―」
45。 (財 )千葉県文化財センター『東関東自動車道埋蔵文化財調査報告書 III 一大栄地区 (2)一」
46.(財 )千葉市文化財調査協会『子和清水遺跡・房地遺跡・一枚田遺跡』
47.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 ―昭和60年度― (第 2分冊)』
48.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 ―昭和60年度― (第 3分冊)』
49.(財 )長野県埋蔵文化財センター r中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 1 -岡谷市内一 大久保 B、 下 り林、西林 A、

大洞、膳棚 A、 膳棚 B(白 山)、 膳棚 B、 中島A、 中島 B、 柳海途、』
50.寒河江市教育委員会『高瀬山B・ K遺跡発掘調査報告書』
51.裾野市教育委員会『上川遺跡J
52.世田谷区教育委員会『砧中学校遺跡」
53.世田谷区教育委員会 r滝ヶ谷遺跡』
54.世田谷区教育委員会『烏山南原遺跡』
55。 世田谷区教育委員会『下神明遺跡』H
56.千葉県教育委員会 r栄町壇生郡衝跡確認調査報告書 H」
58.富山県教育委員会『北陸自動車道遺跡調査報告 ―朝日町編 3-』
59.調布市遺跡調査会『調布市上石原遺跡―上石原遺跡 第 5・ 6地点―』
60。 中村遺跡発掘調査団『中村遺跡 ―都市計画道路町田南大野線埋蔵文化財発掘調査報告書―』
61.沼津市教育委員会『広合遺跡発掘調査報告書 (足高尾上No 3遺跡)」
62.練馬区遺跡調査会『東京都練馬区葛原遺跡 B地点調査報告書』
63.練馬区遺跡調査会『東京都練馬区武蔵関遺跡』
64.野尻湖人類考古グループ『野尻湖遺跡群の旧石器文化 I』
65.野田市教育委員会『千葉県野田市 槙の内遺跡 ―第Ⅳ次発掘調査―」
66.野田市教育委員会『千葉県野田市 三ツ堀六畝遺跡』
67。 橋本勝雄「第一講 旧石器時代から縄文時代まで」『第20回郷土史講座講義録」, 1-18頁,船橋市郷土資料館
68.藤岡市教育委員会 F_級河川中川小規模河川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 (I)』
69。 前橋市埋蔵文化財調査団ほか『小稲荷遺跡』
70.町田市小田急野津田・金井団地内遺跡調査会『金井原遺跡群 I」
71.三島市教育委員会 F静岡県三島市 北原菅遺跡』
72.大和市北部処理場建設予定地内遺跡調査団 r神奈川県大和市 長堀南遺跡発掘調査報告書』
73.山梨県教育委員会『丘の公園地内遺跡範囲確認調査 (第 1次 )報告書 (丘の公園第 1・ 2・ 3・ 4遺跡)J
74.山 梨県教育委員会『釈迦堂ⅢJ
75.横浜 IC長津田町西原遺跡調査団『横浜 IC長津田町西原遺跡 一東名高速道路横浜 IC改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

一 』

西日本
76.久保弘幸「兵庫県氷上郡春日町所在国領遺跡発掘調査概要 (縄文時代草創期遺跡の調査)」 r第 4回 中・四国旧石器文化談話会発表要

旨』,中・四国旧石器文化談話会
77.杉野文―「玉野市の有舌尖頭器」「古代吉備』第 9集,23-25頁 ,古代吉備研究会
シンポジウム・特集

―-278-―



第 3節 文献 目録

78.千葉県立房総風土記の丘「調査研究報告 シンポジウム房総の先生器時代 ―AT降灰以前の石器群―」「千葉県立房総風土記の丘
年報』10,23-95頁 ,千葉県立房総風土記の丘

単行本

79.伊勢崎市『伊勢崎市史 通史編 1 原始 古代 中世』
80.栃木県立博物館『那須の遺跡 ―渡部龍瑞先生寄贈資料目録第 1集―』
81.富山市『富山市史 通史 上巻』
82.新田町誌編さん室『新田町誌第 2巻 資料編 (上)J
83.船橋市史編さん委員会『船橋市の遺跡 (船橋市史資料 (二 ))』
84.益子町史編纂委員会『益子町史 第 1巻 考古資料編』
補 遺
85.比々多第一地区遺跡調査団『比々多遺跡群 住宅・都市整備公団比々多第一地区土地区画整理事業地内埋蔵文化財発掘調査報告書』

1908年

論 文
1.相田 薫「神奈川県指定重要文化財の指定を受けた考古資料の概要について」『大和のあけぼのH ―上和田城山遺跡・上野遺跡出

土品の神奈川県指定重要文化財指定記念集―」, 1-10頁 ,大和市教育委員会
2.安蒜政雄「和泉校地遺跡の性格 和泉校地遺跡の石器群と編年」r明治大学和泉校地遺跡発掘調査報告書』,60-72頁,明治大学和泉

校地遺跡発掘調査団

3.石井浩幸「有舌尖頭器の研究とその見通し」『山形考古」第 4巻第 2号,75-86頁 ,山形考古学会
4.伊藤恒彦「相模野台地の 2種類の尖頭器石器群」『大和のあけぼのH ―上和田城山遺跡・上野遺跡出土品の神奈川県指定重要文化

財指定記念集―』,93-113頁 ,大和市教育委員会
5.川 口 潤「樋状刺離を有する尖頭器の再検討 ―製作工程の復元を中心として一」『 1日石器考古学」36,29-54買 ,旧石器文化談皓会
6.栗島義明「隆起線文土器以前 一神子柴文化と隆起線文土器文化の間―」『考古学研究J第 35巻第 3号,69-79頁 ,考古学研究会
7.栗島義明「神子柴文化をめぐる諸問題 ―先土器・縄文の画期をめぐる問題 (1)一 」『研究紀要J第 4号, 1-92頁 ,(財 )埼玉県

埋蔵文化財事業団

8.島立 桂「「本ノ本論争」とその周辺」「 l日石器考古学」37,45-58頁 ,旧石器文化談話会
9.白石浩之「縄文文化の起源をめぐる問題 一有舌尖頭器からの一提言一」『神奈川考古』第24号,65-80頁 ,神奈川考古同人会
10.白石浩之「縄文文化の起源を求めて 一神奈川県大和市月見野遺跡群上野遺跡第 1地点出土の遺物から一」『大和のあけぼのH ―

上和田城山遺跡 。上野遺跡出土品の神奈川県指定重要文化財指定記念集―』,27-44頁 ,大和市教育委員会
11.鈴木忠司「上野 H文化層の位置づけをめぐって」「大和のあけぼのH ―上和田城山遺跡 。上野遺跡出土品の神奈川県指定重要文化

財指定記念集―』,115-136頁 ,大和市教育委員会
12.諏訪間 順「相模野台地における石器群の変遷について 一層位的出土例の検討による石器群の段階的把握―」『神奈川考古」第24

号, 1-30頁,神奈川考古同人会
13.堤  隆「樋状剣離痕を有する石器の再認識 (上) ―男女倉型 。東内野型等と呼称されるある種の石器をめぐって一」『信濃」第40

巻第 4号,24-45頁,信濃史学会
14.中原正光「和歌山県下における先土器時代石器の地域色」『1日石器考古学』36,67-74頁 ,旧石器文化談話会
15。 中束耕志「土器出現期における石槍と植刃の変遷 ―東日本を中心として一」r群馬の考古学 創立十周年記念論集』,69-88頁 ,

(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団
16.中村喜代重「大和市の先土器時代遺跡展望」『大和のあけぼのH ―上和田城山遺跡 。上野遺跡出土品の神奈川県指定重要文化財指

定記念集―』,11-26頁 ,大和市教育委員会
17.中村喜代重「相模野台地における槍先形尖頭器の出現についてJ『 1日石器考古学J36,13-27頁 ,旧石器文化談話会
18.中村由克ほか「八ヶ岳山麓の旧石器時代遺跡」『地団研専報』第34号,211-223頁
19.二宮修治ほか「月見野遺跡群上野遺跡第 1地点出土黒曜石石器の原産地推定」『大和のあけぼのH 一上和田城山遺跡・上野遺跡出

土品の神奈川県指定重要文化財指定記念集―』,137-154頁 ,大和市教育委員会
20.橋本勝雄「縄文文化起源論J『論争・学説日本の考古学 第 2巻 (先土器・縄文時代 I)』,101-136頁 ,雄山閣出版
21.道澤 明「下総台地の尖頭器」『日本考古学研究所集報」 X, 3-25頁 !日本考古学研究所
報告・資料紹介

北海道

22.(財 )北海道埋蔵文化財センター『函館市石川 1遺跡 一一般国道 5号函館新道道路改良工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書―」
23.美幌町教育委員会『元町 3遺跡』
東日本

24.安中市教育委員会『注連引原H遺跡』
25.石井浩幸ほか「西村山の槍先形尖頭器資料について 一資料集成にむけて一」「西村山地域史の研究』6,44-59頁 ,西村山地域史研

究会

26.市原市教育委員会『昭和62年度市原市埋蔵文化財緊急調査報告書 菊問向原遺跡 鶴舞広小路遺跡 吉野 1号墳 南岩崎吉野遣跡北
旭台遺跡』

27.落合公園遺跡調査会 F落合遺跡」
28.神奈川県立埋蔵文化財センター『宮ヶ瀬遺跡群サザランケ (No12)遺跡 昭和62年度概報J
29.上三川町教育委員会『薄市遺跡 。大山遺跡』
30。 上敷領 久「国分寺市東元町出上の有舌尖頭器」F東京の遺跡』No18,1-3頁 ,東京考古談話会
31.鎌ヶ谷市教育委員会『千葉県鎌ヶ谷市 双資辺田N。 1遺跡発掘調査報告書」
32.木村俊彦ほか「埼玉県滑川町打越遺跡の発掘調査 ―縄文時代草創期遺物の様相一」 r日 本考古学協会第54回総会研究発表要旨』,22

-23頁, 日本考古学協会
33.慶応義塾大学『慶應義塾藤沢校地内遺跡発掘報告 I」

―-279-―



附 章 資料・データ集

34.国分寺市教育委員会『東京都国分寺市恋ヶ窪遺跡調査報告』
35。 国分寺市教育委員会『花沢西遺跡』

36。 小林達雄ほか編『小馬背遺跡 長野県木曽郡開田村』國學院大學文学部考古学研究室
37.(財 )茨城県教育財団『主要地方道茨城・鹿島線道路改良工事地内埋蔵文化財発掘調査報告書 梨ノ子木久保遺跡・割り塚古墳』
30。 (財)印格郡市文化財センター「千葉県印椿郡白井町 船橋カントリー倶楽部造成地内埋蔵文化財調査報告書 神々E遺跡群」
39。 (財)印施都市文化財センター「獅子穴H遺跡発掘調査報告書 ―富里町中央公園予定地内埋蔵文化財調査―』
40。 (財)君津都市文化財センタ…『一千葉県木更津市― 花山遺跡」
41.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『房谷戸遺跡」
42.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『上植木光仙房遺跡J
43。 (財 )千葉県文化財センター r東金市久我台遺跡 ―房総導水路建設事業に伴う埋蔵文化財調査報告書―」
44。 (財 )千葉県文化財センター『東関東自動車道埋蔵文化財調査報告書Ⅳ ―佐原地区 (1)―」
45.(財 )千葉市文化財調査協会『千葉市餅ヶ崎遺跡 ―昭和60年度発掘調査報告書―」
46.(財 )長野県埋蔵文化財センター『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 2J
47.(財 )福島市振興公社『昭和62年度沢小屋地区土地改良総合整備事業 (小規模排水対策特別事業)関連遺跡調査報告 仙台内前遺跡

―縄文時代草創期、中・近世墓坑の調査―J
48.座間市栗原中丸遺跡発掘調査団『座間市栗原中丸遺跡発掘調査報告書 ―都市計画道 3・ 5・ 2号線整備に伴う事前の発掘調査―」
49.関城町教育委員会『西原遺跡発掘調査報告書』
50。 世田谷区教育委員会『廻沢北遺跡H(東京都世田谷区船橋 7丁 目付近の発掘調査記録 )』
51.台 山遺跡発掘調査団『台山遺跡発掘調査報告書』
52.高畠町教育委員会編『山形県高畠町日向同区追跡・西地区 第 1次 。第 2次調査説明資料』高畠町教育委員会
53.舘野 孝「第 2章縄文文化の始源 本郷遺跡」「東葛上代文化の研究」, 6-16頁,古宮・ 下津谷両先生還暦記念祝責事業実行委員会
54.館林市教育委員会『水溜第一地点遺跡J
55。 東京都教育委員会『多摩ニュータウンNo57遺跡 ―遺跡の概要と整備のあらまし一」
56.東京都北区教育委員会『御殿前遺跡』
57.流山市教育委員会『千葉県流山市三輪野山第皿遺跡」
58.沼 津市教育委員会『土手上 。中見代第H・ 第Ⅲ遺跡発掘調査報告書』
59.練馬区教育委員会 r埋蔵文化財調査報告 3 昭和62年度』
60.新田町教育委員会『台遺跡 一高尾西ほ場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報―』
61.府中市遺跡調査会『武蔵国府関連遺跡調査報告Ⅸ・天神町遺跡調査報告 I』
62.本田秀生「《資料紹介〉辰口町金剛寺出土の尖頭器」『石川考古 (石川考古学研究会会報)J第 181号, 4-5頁 ,石川考古学研究会
63.前橋市埋蔵文化財調査団『柳久保遺跡群 V」
64.武蔵野市教育委員会『吉祥寺南町 1丁 目遺跡A地点調査報告』
65。 明治大学和泉校地遺跡発掘調査団『明治大学和泉校地遺跡発掘調査報告書』
66.大和市教育委員会『月見野遺跡群上野遺跡第 3地点J
67.大和市教育委員会『福田札ノ辻遺跡』
68.湯沢町教育委員会『大刈野遺跡 リゾー ト型共同住宅建設に伴う緊急発掘調査報告書』
西日本

69。 明日香村教育委員会『明日香村遺跡調査概報 昭和62年度』
70.有本雅己「大阪府太子町地獄谷における槍先形尖頭器の新資料」『1日石器考古学』36,90頁 ,旧石器文化談話会
71.飯島正明「大阪府箕面市の旧石器」『1日石器考古学』36,95-103頁 ,旧石器文化談話会
シンポジウム・特集

72.中 島 宏「縄文時代草創期研究の現状と課題」『埼玉考古J第 24号 (―埼玉考古学会30周年近年一 シンポジウム「縄文草創期 ―
爪形文土器と多縄文土器をめぐる諸問題」記録集), 1-10頁 ,埼玉考古学会

73.栗島義明「草創期的石器組成の変遷と消失」r埼玉考古J第 24号 (― 埼玉考古学会30周年近年一 シンポジウム「縄文草創期 ―爪
形文土器と多縄文土器をめ ぐる諸問題」記録集),34-45頁 ,埼玉考古学会

74.白石浩之ほか「縄文章創期 爪形文土器と多縄文土器をめ ぐる問題」r埼玉考古』第24号 (― 埼玉考古学会30周年近年一 シンポジ
ウム「縄文草創期 ―爪形文土器と多縄文土器をめぐる諸問題」記録集),46-114頁,埼玉考古学会

75。 鈴木保彦「爪形文土器と押圧縄文土器」『埼玉考古J第 24号 (― 埼玉考古学会30周年近年― シンポジウム「縄文草創期 ―八形文
土器と多縄文土器をめぐる諸問題」記録集),125-128頁 ,埼玉考古学会

76.栗島義明「縄文土器北上説に対する覚書」『埼玉考古』第24号 (― 埼玉考古学会30周年近年一 シンポジウム「縄文草創期 ―爪形
文土器と多縄文土器をめ ぐる諸問題」記録集),160-164頁 ,埼玉考古学会

単行本

77.相沢忠洋・関矢 晃『赤城山麓の旧石器』,講談社
78.稲田孝司『古代史復元 第 1巻 旧石器人の生活と集団』,講談社
79.群馬県史編さん室『群馬県史 資料編 原始古代 1』
80。 東京国立博物館『特別展 日本の考古学 ―その歩みと成果―』
81.長野県史刊行会『長野県史考古資料編 全 1巻 (4)』
82.長野県旧石器文化研究交流会『第 1回長野県旧石器文化研究交流会J
83.八千代町史編纂委員会『八千代町史 (資料編 I)考古』

1989年

論 文
1.伊藤 健「樋状劇離を有する尖頭器の技術と形態」『東京考古」第 7号 , 1-27頁,東京考古談賠会
2.伊藤 健「樋状劇離を有する尖頭器の編年と変遷」r古代」第88号! 1-40頁,早稲田大学考古学会

―-280-―



第 3節 文献 目録

3.大塚達朗「豆粒紋土器研究序説」『東京大学文学部考古学研究室研究紀要』第 7号, 1-59頁
4.大塚達朗「富紋土器の意義」『利根川』10,1-6頁 ,利根川同人
5。 奥村吉信「富山平野の尖頭器・有舌尖頭器J『 1日石器考古学』39,47-54頁 ,旧石器文化談話会
6.笹原芳郎「愛鷹・箱根山麓における砂川期の石器群」『沼津市博物館紀要』13,49-81頁 ,沼津市歴史民俗資料館ほか
7.鈴木次郎「相模野台地における槍先形尖頭器石器群」『神奈川考古』第25号 ,27-55頁 ,神奈川考古同人会
8.鈴木正博「縄紋草創期研究の序一故高橋敦氏と埼玉県八ケ上遺蹟研究一」『古代』第88号 ,41-83頁 ,早稲田大学考古学会
9.諏訪間 順「ナイフ形石器文化の終焉と尖頭器文化の成立」『1日石器考古学』38,93-102頁 ,旧石器文化談話会
10.瀬川裕市郎・高尾好之・笹原芳郎「愛鷹山麓における「終末期ナイフ形石器」」『旧石器考古学』38,103-120頁 ,旧石器文化談話会
11.千葉英一「北海道の細石器文化」『考古学ジャーナルJ第306号, 6-11頁 ,ニ ュー・サイエンス社
12.堤 隆 r樋状剣離痕を有する石器の再認識 (下) 一男女倉型 。東内野型等と呼称されるある種の石器をめぐつて一」『信濃」第41

巻第 5号 ,30-64頁,信濃史学会
13.藤野次史「日本列島における槍先形尖頭器の出現と展開」r周陽考古学研究所報」第 4集, 1-52頁 ,周囲考古学研究所
14.藤野次史「中部高地における出現潮槍先形尖頭器の製作技術に関する一考察」『1日石器考古学』39,31-41頁 ,旧石器文化談話会
15.藤野次史「槍先形尖頭器出現の技術的背景」『古代文化』第41巻第11号 ,18-27頁 ,(財 )古代學協會
16.古 田 幹「遺跡における尖頭器類の製作活動について 一上黒岩岩陰出土資料を中心として一」『考古学の世界』,227-245頁 ,慶應

義塾大学民族学考古学研究室

17.保坂康夫「礫群 とプロックとの関わりについてJ『山梨考古学論集 H」 ,39-66頁 ,山梨県考古学協会
10.道澤 明「尖頭器の発生と展開について」『日本考古学研究所集報」測, 1-7買 ,日本考古学研究所
報告・資料紹介

東日本 ′

19.飯 山市教育委員会『小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘調査報告 I 日焼遺跡 。南原遺跡・屋株遺跡 。大倉崎館跡』
20。 今林遺跡発掘調査会『今林遺跡』

21.粕川村教育委員会 r白 藤古墳群』
22.神奈川県立埋蔵文化財センター『砂田台遺跡 I」

23.神奈川県立埋蔵文化財センター『神奈川県立埋蔵文化財センター年報 8』
24.黒羽町教育委員会『川木谷遺跡』
25.群馬県立博物館『岩宿遺跡40年』
26.小金井市遺跡調査会 r東京都小金井市野川中州北遺跡 ―野川第二調節池工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』
27.小林達雄編『小馬背遺跡 1989』 ,國學院大學考古学研究室
28.駒 澤学園校地内遺跡調査会『東京都稲城市駒澤学園校地内遺跡発掘調査報告書J
29.國學院大學考古学資料館研究室『國學院大學考古学資料館要覧 小野良弘氏旧蔵資料』
30.国際基督教大学考古学研究センター r千駄木遺跡』
31.国分寺市遺跡調査会『恋ヶ窪廃寺跡発掘調査概報 I』

32.(財 )勝田市文化振興公社文化財保護課『武田H -1988年 度武田遺跡群発掘調査の成果―』
33。 (財 )君津都市文化財センター『一千葉県袖ケ浦町一 打越岱遺跡」
34。 (財)君津郡市文化財センター「一千葉県木更津市― 小浜遺跡群H マミヤク遺跡」
35。 (財)千葉県文化財センター『国道409号道路改良事業地内埋蔵文化財発掘調査報告書 ―中木戸遺跡 西二本榎遺跡 西内野遺跡―」
36.(財 )千葉県文化財センター『佐倉市南志津地区埋蔵文化財発掘調査報告書 1 -佐倉市御塚山。大林 。大堀 。西野・芋窪遺跡―」
37.(財 )千葉県文化財センター『八千代市仲ノ台遺跡・芝山遺跡 ―東葉高速鉄道引込み線および車庫用地内埋蔵文化財調査報告書―」
38.(財 )千葉県文化財センター『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書ⅨJ
39.(財 )千葉県文化財センター『佐倉市向原遺跡 一佐倉第二工業団地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ―」
40.(財 )千葉市文化財調査協会ほか『千葉市辰ヶ台・住吉 。東住吉遺跡 ―昭和の森遺跡群昭和60・ 61年度調査報告書―」
41.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 昭和62年度 (第 5分冊)」
42.(財 )長野県埋蔵文化財センター『長野県埋蔵文化財センター年報』
43.世田谷区教育委員会ほか『下山遺跡 III』
44.世田谷区教育委員会『喜多見陣屋遺跡 I』
45.芹澤清八「栃木県那須郡黒羽町川木谷遺跡採集の石器群」『古代文化』第41巻第10号,図版第 1・ 2,(財)古代學協會
46.鷹山遺跡群調査団『長野県」ヽ県郡長門町鷹山遺跡群 I』

47.鶴川第二地区遺跡調査会『真光寺・広袴遺跡群Ⅳ』
48.中 野区教育委員会『松が丘遺跡 発掘調査報告書J
49.沼 津市教育委員会『中見代第 I遺跡調査報告書 (足高尾上Nα 5遺跡)』

50.練馬区遺跡調査会『池淵遺跡 ―第 4次調査―』
51.練馬区遺跡調査会『扇山遺跡調査報告書―第 4次調査―』
52.練馬区遺跡調査会『高稲荷遺跡』
53.野田市教育委員会『尾崎南 野田市尾崎南土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書」
54.法政大学多摩校地域山地区遺跡調査委員会『法政大学多摩校地域山地区 風間遺跡群発掘調査報告書J
55.前橋市埋蔵文化財調査団『引切塚遺跡』
56.三鷹市教育委員会『向ノ原B地点』
57.大和市教育委員会『相模野第149遺跡 ―相模考古学研究会による発掘調査の記録一』
西日本

58.(財 )広島県埋蔵文化財センター『冠遺跡群D地点の調査』
59.十和村教育委員会『十川駄場崎遺跡発掘調査報告書』
60。 中井 均ほか「滋賀県米原町出土の石器」『旧石器考古学』39,81-82頁 ,旧石器文化談話会
61.森田幸伸「二重県明和町牛場A遺跡採集の旧石器J「 1日石器考古学』38,179-185頁 ,旧石器文化談話会

―-281-―



附 章 資料 。データ集

62.吉井宣子「奈良県香芝町鶴峯荘第 2地点遺跡」『1日石器考古学』39,67-74頁 ,旧石器文化談話会
シンポジウム・特集

63.戸沢充則「石槍文化研究の「定点」 ―シンポジウム「中部高地の尖頭器文化」によせて一」『長野県考古学会誌』59。 60号, 3-
5頁,長野県考古学会

64.森嶋 稔「中部高地の尖頭器文化をめぐって 一問題提起一」『長野県考古学会誌J59・ 60号, 6-8頁 ,長野県考古学会
65.堤 隆「旧石器研究部会研究活動の記録 一第 1回～第 7回 ―」『長野県考古学会誌』59・ 60号, 9-13頁 ,長野県考古学会
66.高見俊樹「中部高地における尖頭器の研究史と研究方向」『長野県考古学会誌』59・ 60号,17-44頁 ,長野県考古学会
67.堤 隆「尖頭器の形態的把握とその製作について」『長野県考古学会誌』59・ 60号,45-63頁 ,長野県考古学会
68.森山公―「尖頭器の製作と折れ」『長野県考古学会誌』59・ 60号,64-77頁 ,長野県考古学会
69.堀田雄二「尖頭器の出土層位の把握」『長野県考古学会誌』59・ 60号,72-78頁 ,長野県考古学会
70.中村由克「尖頭器の石材 一原産地遺跡の性格をめぐって一」『長野県考古学会誌』59・ 60号,79-88頁 ,長野県考古学会
71.宮坂 清「尖頭器石器群の石器組成」『長野県考古学会誌』59・ 60号,89-101頁 ,長野県考古学会
72.大竹幸恵「尖頭器文化と遺跡群の形成 ―八ヶ岳西南麓を中心として一」『長野県考古学会誌』59・ 60号 ,102-110頁 ,長野県考古

学会

73.須藤隆司「中部槍先形尖頭器文化の成立」『長野県考古学会誌』59・ 60号,111-134頁 ,長野県考古学会
74.大竹憲昭「尖頭器文化の展開」『長野県考古学会誌』59・ 60号,135-147頁 ,長野県考古学会
75.寺崎康史「北海道における尖頭器の様相」 r長野県考古学会誌』59・ 60号,151-161頁 ,長野県考古学会
76.会田容弘「東北地方における尖頭器石器群の様相」『長野県考古学会誌J59・ 60号,162-171頁 ,長野県考古学会
77.古川知明「北陸地方における尖頭器の様相」r長野県考古学会誌』59・ 60号,172-183頁 ,長野県考古学会
78.麻生敏隆 。大工原 豊「北関東における尖頭器文化の様相」『長野県考古学会誌』59・ 60号,184-193頁 ,長野県考古学会
79。 道澤 明 r下総台地における尖頭器の様相」『長野県考古学会誌」59。 60号 ,194-202頁 ,長野県考古学会
80.栗島義明「槍先形尖頭器の地域的様相 ―武蔵野台地を中心として」『長野県考古学会誌』59・ 60号,203-215頁 ,長野県考古学会
81.諏訪間 順「相模野台地における尖頭器の様相」『長野県考古学会誌』59・ 60号,217-235頁 ,長野県考古学会
82.高尾好之「東海における尖頭器の様相」r長野県考古学会誌』59・ 60号,236-246頁 ,長野県考古学会
83.藤野次史「西日本における槍先形尖頭器石器群」『長野県考古学会誌』59・ 60号,247-257頁 ,長野県考古学会
84.奥 義次・織笠 昭「東への視点と西への視点 一二重県東谷C遺跡の男女倉型尖頭器から一」『長野県考古学会誌』59・ 60号,258

-266頁 ,長野県考古学会
85.樫田 誠「槍先形尖頭器出現の問題」『長野県考古学会誌』59・ 60号,269-273頁 ,長野県考古学会
86.保坂康夫「礫群からみた尖頭器文化出現の様相」『長野県考古学会誌』59・ 60号,274-276頁 ,長野県考古学会
87.角 張淳―「尖頭器の出現と石刃技法の変化」『長野県考古学会誌』59・ 60号,277-279頁 ,長野県考古学会
88.栗島義明「槍先形尖頭器の発生と展開 ―組み合わせ道具 としての槍―」『長野県考古学会誌』59・ 60号,280-289頁 ,長野県考古

学会

89.鈴木次郎「槍先形尖頭器石器群と細石刃石器群の時間的関係」『長野県考古学会誌』59・ 60号,291-293頁 ,長野県考古学会
90.伊藤恒彦「細石刃石器群の成立と尖頭器石器群の関係について 一相模野台地の場合一」F長野県考古学会誌J59・ 60号,294-298

頁,長野県考古学会
91.伊藤 健 r樋状刺離を有する尖頭器と彫器」「長野県考古学会誌」59・ 60号 ,299-300頁 ,長野県考古学会
92.川 口 潤「縄状創離を有する尖頭器雑感」『長野県考古学会誌」59・ 60号 ,301-303頁 ,長野県考古学会
93.堤 隆「有種尖頭器をめぐる評価」「長野県考古学会誌J59・ 60号 :304-307頁,長野県考古学会
94.藤野次史「槍先形尖頭器の地域差について」『長野県考古学会誌』59・ 60号,308-310頁 ,長野県考古学会
95,安蒜政雄「石槍文化と地域の構造 ―西南日本における尖頭器文化の地域性―」『長野県考古学会誌」59・ 60号,311-314頁 ,長野

県考古学会

96.織笠 昭「尖頭器文化とは何か 一文化・考古学的文化・石器文化―」『長野県考古学会誌J59・ 60号,315-321頁 ,長野県考古学
会

97.白 石浩之「尖頭器文化とは何か」『長野県考古学会誌』59・ 60号,322-324頁 ,長野県考古学会
98.酒井潤―「中部高地における後期更新世末～完新世の古気候」『長野県考古学会誌」59・ 60号,327-332頁 ,長野県考古学会
99.河西 学「尖頭器を包含する地層」『長野県考古学会誌』59・ 60号,333-340頁 ,長野県考古学会
100.近藤洋一「尖頭器を包含する地層について」『長野県考古学会誌』59・ 60号,341-348頁 ,長野県考古学会
101.大島 浩「後期更新世の哺乳動物相」r長野県考古学会誌』59・ 60号,349-355頁 ,長野県考古学会
102.堤 隆「シンポジウム『中部高地の尖頭器文化Jを終えて」『1日石器考古学』40,79-80頁 ,旧石器文化談話会
103.舘野 孝「多摩丘陵の尖頭器」r第 2回 多摩ニュータウン遺跡群を考えるシンポジウム 旧石器時代 槍の文化史』, 1-12頁 ,東京

都埋蔵文化財センター

104.白石浩之「尖頭器の組成と分布」『第 2回 多摩ニュータウン遺跡群を考えるシンポジウム 旧石器時代 槍の文化史J,13-21頁 ,東
京都埋蔵文化財センター

105.比田井民子「尖頭器と角錐状石器」『第 2回 多摩ニュータウン遺跡群を考えるシンポジウム 1日石器時代 槍の文化史』,22-36頁 ,

東京都埋蔵文化財センター

106.伊藤 健「東内野型尖頭器と男女倉型ナイフ形石器」F第 2回 多摩ニュータウン遺跡群を考えるシンポジウム 旧石器時代 槍の文
化史J,37-48頁 ,東京都埋蔵文化財センター

107.橋 口美子「秋川市前田耕地遺跡の尖頭器」『第 2回 多摩ニュータウン遺跡群を考えるシンポジウム 旧石器時代 槍の文化史』,49-
56頁 ,東京都埋蔵文化財センター

108.中・四国旧石器文化談話会編『中・四国における旧石器時代末～縄文時代初頭における資料集成 ―第 6回 中・四国 1日石器文化談話
会資料一J

単行本

109.白 石浩之 r旧石器時代の石槍 ―狩猟具の進歩」,東京大学出版会
110。 長野県史刊行会『長野県史 通史編 第 1巻  原始・古代J

―-282-―



第 3節 文献 目録

111.長野県考古学会旧石器研究部会『中部高地の尖頭器文化資料J
l12.長野県旧石器文化研究交流会『第 2回長野県旧石器文化研究交流会 ―発表要旨―』
113.東京都埋蔵文化財センター『第 2回 多摩ニュータウン遺跡群を考えるシンポジウム 旧石器時代 槍の文化史』
114.大和市『大和市史 1 通史編 原始・古代中世」

1990笙
「
論 文
1.安蒜政雄「先土器時代人の生活空間 ―先土器時代のムラ」「日本村落史講座第 2巻 景観 1[原始・古代・中世]J, 3-22頁 ,雄

山閣出版

2.大塚達朗「禽紋土器研究序説 (前篇) 一肥厚系口縁部土器群 とその変化一」『東京大学文学部考古学研究室研究紀要』第 9号,75
-121頁

3.栗島義明「刺突文土器に就いて 一「嵩紋土器」への疑問―」『不U根川』11,1-11頁 ,利根川同人
4.栗島義明「デポの意義 ―縄文時代草創期の石器交換をめぐる遺跡連鎖―」『研究紀要』第 7号, 1-44頁,(財 )埼玉県埋蔵文化財

調査事業団

5。 白石浩之「縄文時代草創期研究における問題点 一大塚達朗氏の研究を中心として一」『縄文時代』第 1号,133-139頁 ,縄文時代
文化研究会

6.白 石浩之「本ノ木遺跡の意味するもの ―縄文時代草創期研究の視点一」『神奈川考古』第26号, 1-26頁,神奈川考古同人会
7.道澤 明「下総台地における樋状剣離を有する尖頭器の編年的位置づけと再認識 ―平賀―ノ台遺跡を中心として、下総台地の A.

丁.降灰以後の石器群について一」『日本考古学研究所集報JⅢ, 1-66頁,日本考古学研究所
報告・資料紹介

北海道

8.筑波大学遠間資料研究グループ『湧別川』遠軽町教育委員会
9。 今金町教育委員会『神丘 2遺跡』
東日本

10.会津若松市教育委員会『会津リクリェーション公園計画に伴う笹山原遺跡群発掘調査報告 1・ 2 1昭和63年度笹山原NQ 7遺跡
範囲確認調査 笹山原No 8遺跡範囲確認調査 笹山原No 9遺跡範囲確認調査  2平成元年度笹山原m7遺跡発掘調査』

11.青木 豊ほか「相模原市勝坂遺跡第45次調査」『第14回神奈川県遺跡調査・研究発表会 発表要旨』, 5-8頁 ,第 14回大会実行委員
会

12.青木 豊ほか「神奈川県勝坂遺跡第45次調査 ―相模野台地における草創期の一様相一」『考古学ジャーナル』第324号,11-17頁 ,

ニュー・サイエンス社

13.飯 山市教育委員会『小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘調査報告H 上野遺跡 。大倉崎遺跡』
14.海老原郁雄「高原山中の遺跡群」『峰考古 ―宇者5宮大学考古学研究会会誌―』第 8号,35-42頁 ,宇都宮大学考古学研究会
15,大 田市教育委員会『成塚住宅団地遺跡 I・ H』

16.大塚昌彦「榛名山東南麓の槍先形尖頭器について」『群馬考古学手帳』vol.1,1-10頁 ,群馬土器観会
17.小 田急遺跡調査会『宿屋敷東、宿屋敷西、狛江駅北、田中・寺前、東和泉、狛江市立第二中学校南側遺跡』
18.織笠 昭ほか「細石器文化・縄文時代草創期文献目録 一神奈川昭和篇―」『神奈川考古』第26号,151-173頁 ,神奈川考古同人会
19.神奈川県立埋蔵文化財センター『神奈川県立埋蔵文化財センター年報10』
20。 木更津市教育委員会『千葉県木更津市 請西遺跡群発掘調査報告書H 一大山台遺跡―J
21.北長山野遺跡調査会『東・北長山野遺跡』
22.近藤尚義ほか「大型両面加工尖頭器の典型的な製作跡 ―長野県下茂内遺跡一」『考古学ジャーナル』第324号,18-22頁 ,ニ ュー・

サイエンス社

23.(財 )茨城県教育財団『茨城県立総合教育研修センター (仮称)建設用地内埋蔵文化財調査報告書 石山神遺跡』
24.(財 )市原市文化財センター『市原市北旭台遺跡」
25。 (財 )印格都市文化財センター『東内野遺跡 ―富士エステー ト富里宅地造成地内埋蔵文化財調査―』
26。 (財 )印施郡市文化財センター『千葉県四街道市 和良比御屋敷遺跡発掘調査報告書』
27.(財 )印施都市文化財センター『千葉県成田市 囲護台遺跡発掘調査報告書 ―セコム独身寮建設に伴う埋蔵文化財調査―』
20。 (財 )印雄郡市文化財センター『千葉県印椿郡酒々井町 長勝寺脇館跡」
29。 (財 )印雄郡市文化財センター『財団法人印施都市文化財センター年報 5』
30.(財 )勝田市文化振興公社文化財保護課『武田Ⅲ -1989年度武田遺跡群発掘調査の成果―』
31。 (財 )千葉県文化財センター『大栄栗源干潟線埋蔵文化財調査報告書」
32。 (財)千葉県文化財センター「市原市草刈貝塚 一千葉急行線内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ―』
33.(財 )千葉県文化財センター『佐原市吉原三王遺跡 ―東関東自動車道埋蔵文化財調査報告書 V(佐原地区 2)―』
34。 (財)長生郡市文化財センター『千葉県茂原市 桂遣跡群発掘報告書」
35.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡』
36.(財 )栃木県文化振興事業団『三ノ谷東・谷館野北遺跡』
37.(財 )栃木県文化振興事業団『小倉水神社裏遺跡・水木東遺跡」
38.(財 )横浜市埋蔵文化財センター『全遺跡調査概要J
39.(財 )山武都市文化財センター『千葉県芝山町 小池木戸脇遺跡J
40.相模原市古淵 B遺跡発掘調査団『神奈川県相模原市古淵B遺跡 ―都市計画道路古淵麻溝台線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調

査報告―」

41.沢田伊一郎ほか「岐阜市轟川流域の旧石器」『1日石器考古学』41,87-90頁 ,旧石器文化談話会
42.鈴木次郎ほか「愛甲郡清川村宮ヶ瀬遺跡群の先土器時代遺跡」『第14回神奈川県遺跡調査・研究発表会 発表要旨』, 1-4頁 ,第 14

回大会実行委員会

43.関野哲夫「静岡県東部地方における縄紋草創期前半の石器について 一愛鷹山南麓の最近公表された資料―」『縄文時代』第 1号 ,

―-283-―



附 章 資料・データ集

168-181頁 ,縄文時代文化研究会
44.芹澤清八「栃木県川木谷遺跡採集の神子柴系石器群」『縄文時代』第 1号,155-167頁 ,縄文時代文化研究会
45.谷口康浩編 r長野県木曽郡開田村柳又遺跡A地′点第 1次発掘調査報告書』,國學院大學文学部考古学研究室
46.東京大学遺跡調査室『法学部 4号館・文学部 3号館建設地遺跡』
47.東北歴史資料館『旧石器時代の東北』
48.成瀬西区区画整理地内遺跡調査団『成瀬西遺跡群発掘調査報告書』
49.沼津市教育委員会『広合遺跡 (b・ C・ d区 )・ 広合南遺跡発掘調査報告書』
50.沼津市教育委員会『清水柳北遺跡』
51.早坂平遺跡発掘調査団「岩手県山形村早坂平遺跡発掘調査概報」『先史考古学研究』第 3号,99-103頁 ,阿佐ヶ谷先史学研究会
52.船橋市教育委員会『海神台西遺跡 ―第 1次～第 4次調査報告―』
53.武蔵国分寺関連遺跡調査団『武蔵国分寺関連遺跡の調査 I』
54.藪塚遺跡台山地点発掘調査団『藪塚遺跡台山地′点発掘調査報告書』
55。 大和市教育委員会『相ノ原遺跡』

西日本

56.奈良県立橿原考古学研究所『北野ウチカタビロ遺跡現地説明会資料』
57.松田真一「奈良県桐山和田遺跡」『考古学ジャーナル』第324号,23-27頁 ,ニュー・サイエンス社
58.柳沢一宏「奈良県宇陀郡榛原町内牧採集の有舌尖頭器」『1日石器考古学』41,91-94頁 ,旧石器文化談話会
59.山 口将仁「高知県における後期旧石器時代の様相」『1日石器考古学』41,73-85頁 ,旧石器文化談話会
九 州
60。 高橋信武「南の有舌尖頭器 (大分県目久保第 1遺跡)」 『考古学ジャーナル』第324号,28-31頁 ,ニュー・サイエンス社
シンポジウム・特集

61.松田真一編『山添シンポジウム『一万年前を掘る」―縄文草創期の文化を考える一』奈良県立橿原考古学研究所
62.大竹憲昭「第 3回長野県旧石器文化研究交流会報告」『1日石器考古学』41,104頁,旧石器文化談話会
単行本

63.市貝町史編さん委員会『市貝町史 第 1巻 自然・原始古代 。中世資料編』
64.静岡県『静岡県史 資料編 1考古一』
65.下総町『下総町史 原始古代 。中世篇 史料集』
66.戸沢充則『先土器時代文化の構造』,同朋舎出版
補 遺
67.板橋区大門遺跡調査会『大門遺跡』
68。 東北新幹線赤羽地区遺跡調査会『赤羽台遺跡 八幡神社地区』
69。 (財)千葉県文化財センター『千葉東南部ニュータウン17 -高 沢遺跡―』

1991年

論 文
1.麻生 優『平成 2年度 科学研究費補助金 〈総合研究A〉  日本旧石器時代から縄文時代への移行に関する構造的研究』
2.安蒜政雄「黒耀石原産地遺跡と石器研究の視点 ―長野県小県部長門町鷹山遺跡群を中心に一」『月刊 歴史手帳』第19巻第 5号 ,

11-14頁,名著出版
3.伊藤 健「竹橋門地区における「樋状剥離を有する尖頭器」の製作をめぐってJ『竹橋門 江戸城址北丸竹橋門地区発掘調査報告』,

319-333頁 ,東京国立近代美術館遺跡調査委員会
4.大塚達朗「冑紋土器研究序説 (後篇) ―肥厚系口縁部土器群 とその変化―J『東京大学文学部考古学研究室研究紀要』第10号

(下), 129-202頁
5。 織笠 昭「先土器時代人の生活領域 ―集団移動と領域の形成―」『日本村落史講座第 6巻』, 3-26頁 ,雄山閣出版
6.角 張淳一「黒曜石原産地遺跡と消費地遺跡のダイナミズム ー後期旧石器時代石器群の行動論的理解―」『先史考古学論集』第 1集 ,

25-82頁,安斎正人
7.加藤 稔「東北日本の細石器文化の展開」『山形県立博物館研究報告』第12号,13-88頁 ,山形県立博物館
8.川 口 潤「中砂遺跡の削片から 一中砂遺跡第 3号石器集中と樋状争U離を有する尖頭器―」『埼玉考古論集 設立10周年記念論文集』,

91-111頁,(財 )埼玉県埋蔵文化財調査事業団
9.川 田 均「複合する機能とその形態 ―栃木県出土の樋状剥離を有する尖頭器を廻る考察一J『栃木県考古学会誌』第13集,23-46

頁,栃木県考古学会
10.栗 島義明「「本ノ本論争」から学ぶもの (― )」 『埼玉考古論集 設立10周年記念論文集』,127-154頁 ,(財)埼玉県埋蔵文化財調査

事業団

11.栗 島義明「『上ノ平尖頭器文化』再考 (上)JF古代文化』第43巻第 2号,16-28頁 ,(財 )古代學協會
12.栗 島義明「『上ノ平尖頭器文化』再考 (下 )」 『古代文化』第43巻第 3号,18-24頁 ,(財 )古代學協會
13.栗 島義明「有茎尖頭器の起源」『利根川』12,6-11頁 ,利根川同人
14.栗 島義明「北からの新石器革命」『考古学ジャーナル』第341号, 8-13頁 ,ニュー・サイエンス社
15.白石浩之「縄紋文化の起源の再吟味J『利根川』12,1-5頁 ,利根川同人
16.高木照正「石器・石材の研究 (I) 一沼津市及び周辺遺跡出土石器―」『沼津市博物館紀要』15,27-75頁 ,沼津市歴史民俗資料館

ほか

17.田 中英司「観察と記録 一石器実測図の生成―」『埼玉考古論集 設立10周年記念論文集』, 1-37頁 ,(財 )埼玉県埋蔵文化財調査
事業団

18.西 日陽―「近畿 。有舌尖頭器の研究」『考古学研究』第38巻第 1号,86-106頁 ,考古学研究会
19.藤野次史「土器出現期における槍先形尖頭器製作技術」『先史考古学論集』第 1集,83-111頁 ,安斎正人
20.御堂島 正「石鏃と有舌尖頭器の衝撃剥離」『古代』第92号,79-97頁,早稲田大学考古学会

-284-



第 3節 文献 目録

21.柳田俊雄「東北地方南部における後期旧石器時代後半の石器群について 一背戸B遺跡の石器群と福島県内の当該期の石器群を比較
して一」『旧石器考古学』42,41-54頁 ,旧石器文化談話会

報告・資料紹介

北海道

22.美幌町教育委員会『みどり1遺跡』
23.立木宏明「北海道白滝第30地点遺跡の踏査」『1日石器考古学J42,87-94頁 ,旧石器文化談話会
東日本

24.青木 豊・内川隆志「勝坂遺跡第45次調査」『埋蔵文化財発掘調査概報集』, 6-20頁,相模原市教育委員会
25.阿部朝衛「〈資料紹介〉新潟県新発田市周辺の旧石器 (2)」 『北越考古学』第 4号,61-73頁 ,北越考古学研究会
26.阿部祥人ほか『お仲間林遺跡1986』,慶應義塾大学文学部民族学・考古学研究室
27.上三川町教育委員会『島田遺跡 H』
28.神奈川県立埋蔵文化財センター『官ヶ瀬遺跡群H ナラサス』
29.神奈川県立埋蔵文化財センター『神奈川県立埋蔵文化財センター年報10J
30.群馬県教育委員会『舞台・西大室丸山 一平成 2年度荒祗北部地区遺跡群発掘調査報告書―」
31.国分寺市遺跡調査会『国分寺市Nα 37遺跡調査概報J
32.小平市教育委員会『鈴木遺跡範囲確認調査報告書一平成 2年度―』
33.近藤尚義「佐久市下茂内遺跡の整理の結果から 一安山岩原産地の槍先形尖頭器製作」『第 4回長野県旧石器文化研究交流会発表要

旨」, 23-28頁
34.(財 )印施都市文化財センター『千葉県印雄郡白井町 松戸市営白井聖地公園埋蔵文化財調査報告書 向台H遺跡」
35。 (財 )印雄郡市文化財センター『千葉県四街道市 和良比遺跡発掘調査報告書 I 四街道市和良比地区埋蔵文化財調査J
36.(財 )勝田市文化・スポーツ振興公社文化振興課文化財調査係『武田Ⅳ -1990年度武田遺跡群発掘調査の成果―J
37.(財 )香取都市文化財センター r事業報告 I ―昭和63年度・平成元年度―』
38。 (財 )君津都市文化財センター『―千葉県君津郡袖ケ浦町― 金井崎遺跡発掘調査報告書』
39。 (財 )君津都市文化財センター『君津都市文化財センター 年報No 8 -平成元年度―』
40。 (財)君津都市文化財センター『―君津郡袖ケ浦町― 穴田遺跡 。三ツ田台遺跡 。大竹古墳群 (1) 一大竹遺跡群発掘調査報告書

I― 』

41.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『下淵名塚越遺跡 一般国道17号 (上武道路)改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』
42.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『荒砥北三木堂遺跡H 昭和56年度県営回場整備事業荒砥南部地区に係る埋蔵文化財発掘調査報

告書』

43.(財 )千葉県文化財センター『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書 X』
44.(財 )千葉県文化財センター『千原台ニュータウンⅣ 中永谷遺跡」
45.(財 )千葉県文化財センター『佐倉市栗野 I・ H遺跡 ―佐倉第二工業団地造成に伴う埋蔵文化財発掘田査報告書Ⅷ―J
46。 (財)千葉県文化財センター『四街道市内黒田遺跡群 ―内黒田特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財発掘調査報告書―』
47。 (財)千葉県文化財センター『八千代市白幡前遺跡 ―菫田地区埋蔵文化財調査報告書 V―」
40.(財 )千葉県文化財センター『千葉県文化財センター年報No16 -平成 2年度―』
49.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 (第 12集 )』
50.坂本 彰「本ノ木遺跡採集の石器」『利根川」12,12-13頁 ,利根川同人
51.佐倉市教育委員会『平成 2年度佐倉市埋蔵文化財発掘調査報告書』
52.下鶴間甲一号遺跡調査団『神奈川県大和市 下鶴間甲一号遺跡』
53.杉並区教育委員会『蛇場美遺跡』
54.鷹山遺跡群調査団『長野県小県郡長門町鷹山遺跡群 H』

55.滝澤 亮ほか「相模原市田名塩田原地区遺跡群」『第15回神奈川県遺跡調査・研究発表会 発表要旨』,40-43頁 ,神奈川県考古学会
56.鶴川第二地区遺跡調査会『真光寺・広袴遺跡群 V 一大久保遺跡・向遺跡―』
57.鶴川第二地区遺跡調査会『真光寺・広袴遺跡群Ⅵ』
50.銚子市教育委員会『千葉県銚子市粟島台遺跡発掘調査報告書」
59.都営川越道住宅遺跡調査会『武蔵台東遺跡発掘調査報告書 1 武蔵国分尼寺北方地区』
60。 東京国立近代美術館遺跡調査委員会 r竹橋門 江戸城址北丸竹橋門地区発掘調査報告』
61.東京都埋蔵文化財センター『東京都埋蔵文化財センター 年報11 平成 2(1990)年 度』
62.戸 田哲也「藤沢市柄沢遺跡群 1-E・ F地点 (縄文時代草創期)の調査」『第15回神奈川県遺跡調査・研究発表会 発表要旨』,44-

47頁,神奈川県考古学会
63.中 野区教育委員会『遠藤山遺跡』
64.長野県考古学会編『長野県考古学会研究叢書 シンポジウム記録集 中部高地の尖頭器文化』 1
65.沼 津市教育委員会『広合遺跡 (e区 )。 ニツ洞遺跡 (a区)発掘調査報告書』
66.練馬城 l■L遺跡調査団『練馬城址遺跡調査報告書』
67.東久留米市教育委員会『自由学園南遺跡 自由学園南遺跡発掘調査報告書』
68.日 立市教育委員会『久保遺跡発掘調査報告書」
69.平塚市教育委員会「平塚市埋蔵文化財緊急調査報告書 6』
70.藤岡市教育委員会『株木B遺跡』
71.府中市遺跡調査会『武蔵国府関連遺跡調査報告12・ 天神町遺跡調査報告 HJ
72.船橋市遺跡調査会ほか『小室上台遺跡』
73.法政大学多摩校地遺跡調査団『法政大学多摩校地遺跡群Ⅳ』
74.前橋市教育委員会『芳賀団地遺跡群第 4巻 芳賀西部団地遺跡』
75。 前橋市埋蔵文化財調査団『横俵遺跡群Ⅲ』

76.前原 豊「前橋市内出上の有舌尖頭器について」「芳賀遺跡群第 4巻 芳賀西部団地遺跡』,264-269頁 ,前橋市教育委員会
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77.山 形村教育委員会『早坂平遺跡 ―原石産地遺跡の研究―J
78.大和市教育委員会『長堀北遺跡』
79。 大和市教育委員会『深見神社南遺跡J
80.吉沢 靖「中ッ原遺跡群の様相とその問題点」r中 ッ原第 5遺跡B地点の研究』,150-160頁 ,八 ヶ岳旧石器研究グループ
西日本

81.津島町教育委員会『池ノ岡遺跡試掘調査報告書J
82.兵庫県教育委員会『国領遺跡発掘調査報告書』
83.藤野次史「広島県佐伯郡佐伯町神宮原遺跡採集の遺物」『1日石器考古学」43,59-78頁 ,旧石器文化談話会
84.三原慎吾「三木市与呂木地区採集の尖頭器」『1日石器考古学』42,95-96頁 ,旧石器文化談話会
85.吉井宣子「奈良県香芝市滝ヶ谷遺跡」『1日石器考古学』43,93-100頁 ,旧石器文化談話会
シンポジウム・特集

86.長野県考古学会『長野県考古学会研究叢書 シンポジウム記録集 中部高地の尖頭器文化 1』
87.戸 沢充則「石槍文化研究の定点」『長野県考古学会研究叢書 シンポジウム記録集 中部高地の尖頭器文化 1』 , 6-15頁 ,長野県考

古学会

88.柳沢和明「シンポジウム「中部高地の尖頭器Jをめぐる雑感」『長野県考古学会研究叢書 シンポジウム記録集 中部高地の尖頭器
文化 lJ,109-114頁 ,長野県考古学会

89.比田井民子「尖頭器の地域性」r長野県考古学会研究叢書 シンポジウム記録集 中部高地の尖頭器文化 1』 ,115-123頁 ,長野県考
古学会

90.佐藤宏之「「尖頭器文化」概念の操作的有効性に関する問題点」『長野県考古学会研究叢書 シンポジウム記録集 中部高地の尖頭器
文化 lJ,124-134頁 ,長野県考古学会

91.森嶋 稔「「中部高地の尖頭器文化」の課題性」r長野県考古学会研究叢書 シンポジウム記録集 中部高地の尖頭器文化 1』 ,135-
138頁,長野県考古学会

92.堤 隆「シンポジウム「中部高地の尖頭器文化」を終えて 一長野県考古学会秋季大会の報告―JF信濃考古J Nol13号
93.織笠 昭「序の舞」『信濃考古』Nol13号
94.藤野次史「槍先形尖頭器文化研究の一視点」『信濃考古J Nol13号
95.栗島義明「槍先形尖頭器の発生問題について」r信濃考古』Nol13号
96.白石浩之「「中部高地の尖頭器文化」のシンポジウムに思う」『信濃考古J Nα l13号
97.勅使河原 彰「槍先形尖頭器と時代の画期 ―シンポジウム「中部高地の尖頭器文化」に参加して一」『信濃考古』NQl13号
98.中 村由克「シンポジウムに参加して」『信濃考古』NQl13号
99.高見俊樹「「 1日石器の狩人」から」『信濃考古』Nol13号
100.大竹憲昭「1980年代、石器にかけた私の青春」『信濃考古』NQl13号
101.堀 田雄二「男女倉、そして矢出川」『信濃考古J NQl13号
102.須藤隆司「「シンポジウム中部高地の尖頭器文化」以前と以後 (1)」 『信濃考古』Nol13号
103.堤  隆「'89晩秋、尖頭器の国より」『信濃考古J Nol13号
104.大竹幸恵「「定点」からの一歩」『信濃考古』Nol13号
105。 宮坂 清「シンポジウムに参加して」『信濃考古』Nol13号
単行本

106。 小見川町史編さん委員会『小見川町史 通史編」
107.大和市教育委員会『大和市の文化財 ―原始・古代から現代―J

1992年

論 文
1.阿子島 香「実験使用痕分析 と技術的組織」『加藤 稔先生還暦記念 東北文化論のための先史学歴史学論集』,27-53頁 ,加藤 稔

先生還暦記念会

2.安蒜政雄「赤土のなかの人類文化」『新版 [古代の日本] 第 8巻 (関東)』 ,23-44頁 ,角 川書店
3.石井浩幸「弓張平 B遺跡 (第 2文化層)出土有舌尖頭器石器群の検討J『力Ⅱ藤 稔先生還暦記念 東北文化論のための先史学歴史学

論集』,493-514頁 ,加藤 稔先生還暦記念会
4.氏家敏之「中部高地における槍先形尖頭器製作技術の構造とその変遷 ―長野県八島遺跡の槍先形尖頭器石器群の分析を中心として

一」『真朱』創刊号,17-38頁 ,(財 )徳島県埋蔵文化財センター
5.角 張淳―「伊勢見山上層の黒曜石石器群 ―尖頭器石器群研究の試論―」r國學院大學大学院紀要 一文学研究科―』第24輯,397-

412頁 ,國學院大學大学院
6.角 張淳一ほか「男女倉遺跡と大平山元遺跡の編年的位置について」『加藤 稔先生還暦記念 東北文化論のための先史学歴史学論集』,

397-440頁 ,加藤 稔先生還暦記念会
7.金山喜昭「先史時代の黒曜石研究史」『法政考古学』第17集,51-71頁 ,法政考古学会
8.栗島義明「神子柴文化研究の現状 と課題」『日本旧石器時代から縄文時代への推移に関する構造的研究」 (科学研究成果報告書),23

頁

9.栗島義明「西南日本における神子柴文化の系統J『 日本旧石器時代から縄文時代への推移に関する構造的研究J(科学研究成果報告書),
35-36頁

10.佐藤宏之「北方系削片系細石刃石器群と定住化仮説―関東地方を中′し、に一」r法政大学大学院紀要』第29号 ,55-83頁 ,法政大学大
学院

11.白石浩之「有舌尖頭器の分布とその問題点 ―神奈川県を中心として一」『神奈り|:考古』第28号,227-247頁 ,神奈川考占同人会
12.関 口博幸「槍先形尖頭器の変容過程 ―相模野台地における槍先形尖頭器の製作と廃棄プロセスー」『研究紀要」10,1-25頁 ,

(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団
13.田村 隆『遠い山・黒い石 ―武蔵野 H期石器群の社会生態学的―考察―」r先史考古学論集』第 2集, 1-46買,安斎正人
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14.勅使河原彰「[コ ラム 1]最古の土器と縄文文化の成立」『新版 [古代の日本] 第 8巻 (関東)』 ,70-72頁,角 川書店
15.戸沢充則・勅使河原彰「貝塚文化の形成と展開」「新版 [古代の日本] 第 8巻 (関東)』 ,45-69頁 ,角川書店
16.戸 田正勝「鈴木遺跡におけるナイフ形石器群の構造と機能論的考察 ―刺突系石器と切裁系石器―」『大平台史窓』第11号, 1-38

頁,史窓会
17.綿貫俊―「長者久保・神子柴文化並行段階の九州」r古文化談叢』第28集 , 1-33頁 ,九州古文化研究会
報告・資料紹介

北海道

18.帯広市教育委員会『帯広・落合遺跡 ―下水道新設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』
東日本

19.飯倉遺跡発掘調査会『千葉県八日市場市 飯倉鈴歌遣跡発掘調査報告書」
20.板橋区成増との山遺跡調査会 r成増との山遺跡HJ
21.伊東市教育委員会ほか『東大室クズレ遺跡』
22。 今田遺跡発掘調査団『神奈川県藤沢市今回遺跡発掘調査報告書』
23.大胡町教育委員会『上ノ山遺跡』
24.岡 本孝之ほか『湘南藤沢キャンパス内遺跡 第 2巻岩宿時代』,慶應義塾大学
25.4ヽ野 昭編『真人原遺跡 I』 ,真人原遺跡発掘調査団
26.笠懸野岩宿文化資料館『岩宿時代 展示解説図録』
27.神奈川県立埋蔵文化財センター『川尻遺跡 県道相模原津久井線川尻バイパス建設にともなう調査』
28.神奈川県立埋蔵文化財センター『神奈川県立埋蔵文化財センター年報11』
29.蟹田町教育委員会『大平山元 H遺跡発掘調査報告書』
30。 小林達雄ほか編『壬遺跡 ―第 6次調査―』,中里村教育委員会
31.小矢部市教育委員会『臼谷岡ノ城北遺跡発掘調査概要」
32.(財 )茨城県教育財団『一般県道西小塙真岡線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書 裏山遺跡J
33。 (財)市原市文化財センター「市原市叶台遺跡」
34。 (財)市原市文化財センター「一千葉県市原市― 奉免上原台遺跡」
35.(財 )印施都市文化財センター r千葉県成田市 西向野 I遺跡・西向野H遺跡」
36。 (財)印施都市文化財センター『財団法人印施都市文化財センター 年報 8』
37.(財 )香取郡市文化財センター『神代夏方遺跡 稲荷入砦跡 稲荷入 1号塚 。2号塚』
30。 (財)君津都市文化財センター『一千葉県宙津市― 前三舟台遺跡」
39。 (財)君津都市文化財センター『一千葉県袖ケ浦市― 美生遺跡群 I 第 1地点J
40。 (財)君津都市文化財センター『―千葉県袖ケ浦市一 文脇遺跡J
41.(財 )君津都市文化財センター『一千葉県木更津市― 天神前遺跡』
42.(財 )君津都市文化財センター『一千葉県富津市― 岩井遺跡」
43.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『内匠諏訪前遺跡・内匠日影周地遺跡 関越自動車道 (上越線)地域埋蔵文化財調査報告第12集』
44.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『房谷戸遺跡H ―関越自動車道 (新潟線)地域埋蔵文化財発掘調査報告書第40集 一』
45。 (財)群馬県埋蔵文化財調査事業団『五日牛南組遺跡 一般国道17号 (上武道路)改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 (縄文

時代編 )』

46.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『波志江天神山遺跡J
47.(財 )千葉県文化財センター r千葉市地蔵山遺跡 (1) 一住宅 。都市整備公団千葉寺地区埋蔵文化財発掘調査報告書 I―」
48。 (財)千葉県文化財センター『千葉市複作遺跡 一千葉急行線内埋蔵文化財調査報告 V―』
49。 (財)千葉県文化財センター『佐倉市松向作遺跡 ―佐倉第二工業団地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅸ―」
50。 (財)千葉県文化財センター「千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書Ⅲ』
51。 (財)千葉県文化財センター『上仁羅台遺跡・西長山野遺跡 。東長山野遺跡 ―横芝工業団地埋蔵文化財調査―』
52.(財 )千葉市文化財調査協会『土気南遺跡群 I 南河原坂第 1遺跡 南河原坂第 2遺跡 文六第 4遺跡 文六第 5遺跡 大椎第 2遺

跡 御堂崎城跡 後沢第 1遣跡 後沢第 2遺跡」
53。 (財)千葉市文化財調査協会『土気南遺跡群H 弥二郎第 2遺跡」
54。 (財)千葉市文化財調査協会『千葉中央ゴルフ場遺跡群発掘調査報告書 赤坂 。観音地 。上鹿子 。中鹿子第 1遺跡 。中鹿手第 2遺跡」
55。 (財)千葉市文化財調査協会ほか『千葉市立山城跡』
56。 (財 )長生都市文化財センター『長生都市文化財センター年報No 6 -平成 2年度―』
57.(財 )東京都埋蔵文化財センター「多摩ニュータウン遺跡 (第 14集 )』
58。 (財)東京都埋蔵文化財センター r飛田給北遺跡』
59.(財 )栃木県文化振興事業団『品川台遺跡』
60.(財 )長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 1 -佐久市内その 1-下茂内遺跡』
61.桜井準也ほか『湘南藤沢キャンパス内遺跡 第 1巻総論J慶應義塾大学
62.沢田伊一郎「各務原台地とその周辺の旧石器 (1)」 r旧石器考古学』44,55-74頁 ,旧石器文化談話会
63.沢田伊一郎「各務原台地とその周辺の旧石器 (2)」 『旧石器考古学』45,79-84頁 ,旧石器文化談話会
64.白石浩之ほか「神奈川県綾瀬市吉岡遺跡群における神子柴・長者久保系石器群の終末とその様相」『日本考古学協会第58回総会研究

発表要旨』,18-22頁 , 日本考古学協会
65.立川市向郷遺跡調査会『東京都立川市向郷遺跡』
66.谷口康浩編『長野県木曽郡開田村柳又遺跡A地点第 2次発掘調査報告書』,國學院大學文学部考古学研究室
67.銚子市教育委員会ほか『第 2回現地説明会資料 旧石器時代の集落 銚子市三崎 3丁 目遺跡』
68。 東海村遺跡調査会『石神城跡J

69.都立学校遺跡調査会『田無南町 都立田無養護学校内埋蔵文化財発掘調査報告書』
70.沼 津市教育委員会『尾上イラウネ遺跡発掘調査報告書 H』
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71.原  雅信ほか「甘楽町天引狐崎遺跡出上の槍先型尖頭器」『群馬考古学手帳』vol.3,59-62頁 ,群馬土器観会
72.三島市教育委員会『三島スプリングスC.Cゴ ルフ場内埋蔵文化財発掘調査報告書H 中村C遺跡 徳倉片平山B遺跡 徳倉片平山

J遺跡』
73.三鷹市教育委員会『長久保遺跡』
74.大和市教育委員会『埋蔵文化財の保管と活用のための基礎的整理報告書 ―上草柳遺跡群・台山遺跡篇一』
西日本

75。 (財)東大阪市文化財協会『神並遺跡Xnl ―第二阪奈有料道路建設に伴う神並遺跡第13次発掘調査概要報告書―』
76.藤野次史「広島県冠遺跡D地点第 2次調査の概要について」『広島大学文学部内海文化研究紀要』第21号, 1-24頁 ,広 島大学文学

部

77.湯村 功「島根県内の旧石器時代・縄文時代草創期資料について」『1日石器考古学』44,85-106頁 ,旧石器文化談話会
単行本

78.開田村教育委員会『開田村考古博物館 総合案内・展示図録』
79.加藤 稔『東北日本の1日石器文化』,雄山閣出版
80.佐藤宏之『日本旧石器文化の構造と進化J,柏書房
81.静岡県『静岡県史 資料編 3考古三J
82.東京都埋蔵文化財調査センターほか編 r縄文誕生 平成 4年度展示解説』
83.野田市郷土資料館 r旧石器時代の狩りと暮らし 1万 2千年以前の東葛地方」
補 遺
84.吉岡恭平ほか「宮城県仙台市野川遺跡の調査」『考古学ジャーナル』第349号,40-44頁 ,ニュー・サイエンス社

1993年

論 文
1.麻生順司「先土器時代終末期から縄文時代草創期初頭にかけての尖頭器文化一風間 Ia石器文化層の位置づけ一」『考古論叢 神奈

河』第 2集, 1-22頁,神奈川県考古学会
2.稲 田孝司「細石刃文化と神子柴文化の接点 ―縄文時代初頭の集団と分業・予察―」r考古学研究」第40巻第 2号,21-46頁 ,考古

学研究会

3.栗島義明「湧別技法の波及一削片系と在地系の細石刃核について一」『土曜考古』第17号, 1-37頁 ,土曜考古学研究会
4.栗島義明「福井 4層  ―その草創期研究に与えた影響について一」『利根川J14,3-17頁 ,利根川同人
5.小林達雄「中部縄文文化の展開」『新版 [古代の日本] 第 7巻 (中部)』 ,41-66頁 ,角 川書店
6.桜井美枝ほか「群馬県における石器石材の研究 (1) 一鏑川流域における石器石材の調査―」『研究紀要』11,1-14頁 ,(財 )群

馬県埋蔵文化財調査事業団

7.島立 桂「相模野台地における槍先形尖頭器と細石刃の展開」『考古論集 潮見浩先生退官記念論文集J,61-76頁 ,潮見 浩先生退
官記念事業会

8.白 石典之「北海道における細石刃石器群の展開」「物質文化』第56号 , 1-22頁 ,物質文化研究会
9.白 石浩之「いわゆる砂川期の再検討について」『國學院大學考古学資料館紀要』第 9輯, 1-26頁 ,國學院大學考古学資料館
10.鈴木次郎「先土器時代の集落と生活領域」『神奈川県の考古学の問題点とその展望 埋蔵文化財センター開所10周 年記念』,10-17頁 ,

神奈川県立埋蔵文化財センター

11.砂田佳弘「相模野の石器再生 ―器種形態の存続と改変―」『神奈川考古』第29号, 1-23頁 ,神奈川考古同人会
12.田 島富慈美「有舌尖頭器における剥離面の検討 一大阪市内の出土例から一」 FI日石器考古学』47,61-72頁 ,旧石器文化談話会
13.藤野次史「発達期槍先形尖頭器の製作技術」『考古論集 潮見浩先生退官記念論文集』,45-60頁 ,潮見 浩先生退官記念事業会
14.山本 薫「緻密黒色安山岩製石器の石材原産地推定方法について」『筑波大学先史学・考古学研究』第 4号,45-69頁 ,筑波大学歴

史 。人類学系

15.吉井雅勇「中部日本の細石刃文化」『新潟考古学談話会会報』第12号, 7-13頁 ,新潟考古学談話会
報告 。資料紹介

北海道

16.因幡勝雄「興部町の先史」『興部町百年史J,39-105頁 ,興部町
17.帯広市教育委員会『帯広 。大空遺跡 ―道営畑総事業川西第 2二期地区用地工事内に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』
東日本

18.(財 )愛知県埋蔵文化財センター『伊保遺跡 根川 3号墳 坂口遺跡 高樋遺跡』
19.阿部朝衛「〈資料紹介〉新潟県新発田市周辺の旧石器 (4)」 『北越考古学』第 6号,44-70頁 ,北越考古学研究会
20.笠懸町教育委員会『笠懸町内遺跡 I」
21.神奈川県立埋蔵文化財センター『神奈川県立埋蔵文化財センター年報12』
22.木更津市教育委員会『千葉県木更津市 市内遺跡発掘調査報告書 ―花山遺跡―」
23.近藤尚義「下茂内遺跡のbiface technique ―第 1文化層の場合―」『長野県考古学会誌J68号,31-36頁 ,長野県考古学会
24.(財 )茨城県教育財団『茨城県自然博物館 (仮称)建設用地内埋蔵文化財調査報告書 I 原口遺跡・北前遺跡』
25。 (財)茨城県教育財団『牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書 (I) ヤツノ上遺跡」
26.(財 )茨城県教育財団 F茨城県自然博物館 (仮称)建設用地内埋蔵文化財調査報告書H 高崎貝塚』
27.(財 )茨城県教育財団『伊奈・谷和原丘陵部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書 1』
20.(財 )印施都市文化財センター『千葉県成田市 西向野 I遺跡 (第 2地点) 一成田市石原貸店舗造成予定地内埋蔵文化財調査―」
29。 (財 )印膳都市文化財センター『佐倉市上座壱番原遺跡発掘調査報告書」
30.(財 )印縮都市文化財センター「高岡遺跡群 I」
31.(財 )印施都市文化財センター「高岡遺跡群 H」
32。 (財)印構都市文化財センター「千葉県八街市 ―之綱 I。 鉄砲作遺跡発掘調査報告書 ―八街市榎台宅地開発予定地内埋蔵文化財

調査―』
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33.(財 )印雄都市文化財センター『千葉県四街道市 上野遺跡 。出口遺跡発掘調査報告 一四街道総合公園事業地内埋蔵文化財調査―』
34.(財 )印雄都市文化財センター『財団法人印施都市文化財センター 年報 9』
35。 (財)香取都市文化財センター『織幡カジ山遺跡群』
36。 (財)香取都市文化財センター『事業報告H ―平成 2年度 。平成 3年度―」
37。 (財 )君津郡市文化財センター『一千葉県袖ケ浦市一 大竹遺跡群発掘調査報告書H ―藤田観光ゴルフ場建設工事に伴う埋蔵文化

財調査一 二又堀遺跡 大竹古墳群J
30。 (財 )君津郡市文化財センター『一千葉県袖ケ浦市― 美生遺跡群H 第 4・ 5。 9地点」
39。 (財 )君津郡市文化財センター『一千葉県袖ケ浦市― 中六遺跡 H」
40。 (財 )君津都市文化財センター『一千葉県袖ケ浦市― 清水井遺跡』
41。 (財 )君津都市文化財センター『一千葉県木更津市― 小浜遺跡群V 俵ケ谷遺跡・ マミヤク遺跡』
42.(財 )君津郡市文化財センター『一千葉県木更津市― 藪台遺跡群 藪台 I遺跡 藪台H遺跡 藪台Ⅲ遺跡 六医王寺遺跡 上馬船

遺跡」
43。 (財)君津郡市文化財センター『君津都市文化財センター 年報Noll ―平成 4年度―」
44.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『少林山台遺跡』
45.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『神保富士塚遺跡』
46.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『下川田下原遺跡 下川田平井遺跡 一般国道17号 (沼 田バイパス)改築工事に伴う埋蔵文化財

調査報告書第 1集』
47.(財 )埼玉県埋蔵文化財調査事業団『川本町白草遺跡 I・ 北篠場遺跡 川本工業団地関係埋蔵文化財発掘調査報告」
48。 (財 )千葉県文化財センター『新東京国際空港埋蔵文化財調査報告書Ⅶ 南三里塚宮国遺跡 (No 4遺 跡)。 木の根拓美遺跡 (N。 6遺

跡)。 香山新田横堀遺跡 (No 7遺跡)』
49。 (財 )千葉県文化財センター『芝山町菱田梅ノ木遺跡 ―菱田梅ノ木地先宅地造成に伴う埋蔵文化財報告書―」
50。 (財 )千葉県文化財センター『千葉東南部ニュータウン18 -鎌取遺跡―」
51。 (財 )千葉県文化財センター『佐倉市南志津地区埋蔵文化財発掘調査報告書 2 -御塚山遺跡第 7地点の調査―』
52.(財 )千葉県文化財センター『八千代市坊山遺跡 ―菫田地区埋蔵文化財調査報告書Ⅵ―」
53。 (財 )千葉県文化財センター『八千代市権現後遺跡・北海道遺跡・ 井戸向遺跡 ―菫田地区埋蔵文化財調査報告書Ⅶ―』
54。 (財 )千葉市文化財調査協会『土気南遺跡群Ⅲ 大谷遺跡・坂ノ越遺跡」
55。 (財 )千葉市文化財調査協会『土気南遺跡群Ⅳ 弥三郎第 1遺跡 。文六第 1遺跡 。文六第 2遺跡 。文六第 3遣跡」
56.(財 )東京者β埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 (第 15集 )』
57.(財 )栃木県文化振興事業団『谷館野東・谷館野西・上芝遺跡』
58.相模原市市道磯部上出口改良事業地内遺跡調査団『勝坂遺跡第45次調査 ―相模原市市道磯部上出口改良事業に伴う埋蔵文化財調査

59.佐野 隆ほか「明野村神取遺跡出土の縄文時代草創期の遺物について」『山梨縣考古學協會誌』第 6号,56-75頁 ,山梨縣考古學協
會

60.沢田伊一郎「各務原台地とその周辺の旧石器 (3)」 『旧石器考古学』46,83-93頁 ,旧石器文化談話会
61.沢田伊一郎「海老山遺跡とその周辺」『1日石器考古学』47,73-83頁 ,旧石器文化談話会
62.下森鹿島遺跡発掘調査団『神奈川県相模原市 下森鹿島遺跡発掘調査報告書 (先土器時代編)』
63.湘南考古学同好会『藤沢の縄文時代草創期を考える会発表要旨』
64.新宿区西早稲田地区遺跡調査会『下戸塚遺跡」
65.杉並区教育委員会『柿ノ木山遺跡』
66.谷口康浩編 r長野県木曽郡開田村抄p又遺跡A地点第 3次発掘調査報告書』,國學院大學文学部考古学研究室
67.調布市原山遺跡調査会『はらやま 下巻』
68.都立学校遺跡調査会『岡本前耕地』
69.流山市教育委員会『千葉県流山市平和台遺跡発掘調査概報』
70.西 原遺跡調査団『西原遺跡』
71.藤岡市教育委員会『市内遺跡 I』
72.府中市教育委員会『武蔵国府』
73.町田木曽森野地区遺跡調査会『東京都町田市木曽森野遺跡Ⅱ 旧石器・縄文時代編』
74.武蔵関北遺跡調査団『練馬区 武蔵関北遺跡調査報告書』
75.大和市教育委員会『月見野遺跡群上野遺跡第 5地点』
76.早稲田大学校地埋蔵文化財調査室『城山遺跡の調査』
西日本

77.(財 )徳島県埋蔵文化財センター『四国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 2』
78.(財 )徳島県埋蔵文化財センター『四国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 3』
79.(財 )二重県埋蔵文化財センター『東浦遺跡・椋本南方遺跡ほか』
80.吹田市教育委員会『平成 4年度埋蔵文化財緊急発掘調査概報』
シンポジウム・特集

81.小林謙一「慶應義塾湘南藤沢キャンパス (SFC)遺跡」『藤沢の縄文時代草創期を考える会 発表要旨』,湘南考古学同好会
82.桜井準也「縄文時代草創期前半の遺跡の在り方 ―慶應義塾湘南藤沢キャンパス内遺跡の再検討―」『藤沢の縄文時代草創期を考え

る会 発表要旨』湘南考古学同好会
83.望月 芳「石川南鍛冶山遺跡」『藤沢の縄文時代草創期を考える会 発表要旨』湘南考古学同好会
84.曽 根博明「大和市上野遺跡を中心とした境川上流域の縄文時代草創期の遺跡」『藤沢の縄文時代草創期を考える会 発表要旨』,湘南

考古学同好会

85.坂本 彰「横浜市花見山遺跡を中心とした鶴見川流域の縄文時代草創期の遺跡J『藤沢の縄文時代草創期を考える会 発表要旨』,湘
南考古学同好会
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86.湘 南考古学同好会『藤沢の縄文時代草創期を考える会 資料』
87.堤 隆「第 5回長野県旧石器文化研究交流会の報告J『 1日石器考古学』46,94頁 ,旧石器文化談話会
88.綿貫俊一「九州北部の細石刃文化」『シンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展開 I 列島諸地域における細石刃文化の様相』,20

-151頁 ,八 ヶ岳旧石器研究グループほか
89.西村尋文「四国・瀬戸内の細石刃文化」『シンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展開 I 列島諸地域における細石刃文化の様相』,

172-192頁 ,八 ヶ岳旧石器研究グループほか
90.西井幸雄「南関東の細石器文化」『シンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展開 I 列島諸地域における細石刃文化の様相』,235

-258頁 ,八 ヶ岳旧石器研究グループほか
91.堤 隆「本州中央部の細石刃文化 ―長野県中南部・岐阜県東北部を中心として一」『シンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展

開 I 列島諸地域における細石刃文化の様相』,273-297頁 ,八 ヶ岳旧石器研究グループほか
92.石井浩幸「東北地方南部の細石刃文化」Fシ ンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展開 I 列島諸地域における細石刃文化の様相』,

322-353頁 ,八 ヶ岳旧石器研究グループほか
93.横山裕平「東北地方北部の細石刃文化」『シンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展開 I 列島諸地域における細石刃文化の様相』,

354-361頁 ,八 ヶ岳旧石器研究グループほか
94.寺崎康史ほか「北海道西部の細石刃文化」『シンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展開 I 列島諸地域における細石刃文化の様

相』,362-397頁 ,八 ヶ岳旧石器研究グループほか
95。 米村 衛「北海道東部の細石刃文化」『シンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展開 I 列島諸地域における細石刃文化の様相』,

398-420頁 ,八 ヶ岳旧石器研究グループほか
96.砂田佳弘「細石器の出現 ―相模野の検証一」Fシ ンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展開H 細石刃文化研究の諸問題』,21-

59頁,八 ヶ岳旧石器研究グループほか
97.森鳴 稔「中部高地の細石刃階程の課題」『シンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展開H 細石刃文化研究の諸問題』,60-63頁 ,

八ヶ岳旧石器研究グループほか

98.島立 桂「細石刃と槍先形尖頭器の併存とその意味」Fシ ンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展開H 細石刃文化研究の諸問題』,
64-66頁 ,八 ヶ岳旧石器研究グループほか

99.諏訪間 順「相模野台地における細石刃石器群と尖頭器J『シンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展開H 細石刃文化研究の諸
問題』,67-74頁 ,八 ヶ岳旧石器研究グループほか

100.白石浩之「細石器石器群の終末と神子柴 。長者久保系石器群の関連性について」Fシ ンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展開H
細石刃文化研究の諸問題』,75-87頁 ,八 ヶ岳旧石器研究グループほか

101.栗島義明「細石器文化の終焉」『シンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展開H 細石刃文化研究の諸問題』,88-102頁 ,八 ヶ岳
旧石器研究グループほか

102.桜井準也「細石刃文化遺跡と河川次数 ―内水面漁扮を考える一」Fシ ンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展開H 細石刃文化
研究の諸問題』,252-266頁 ,八 ヶ岳旧石器研究グループほか

単行本

103.藤岡市史編さん室『藤岡市史 ―資料編 原始・古代 。中世』
104.八 ヶ岳旧石器研究グループほか編『シンポジウム 細石刃文化研究の新たなる展開』

1994年

論 文
1.安斎正人「縄紋文化の発現 一日本旧石器時代構造変動論 (3)一 」『先史考古学論集』第 3集 ,43-82頁 ,安斎正人
2.石川恵美子「東北日本における尖頭器出現期の石器群の様相」『日本と世界の考古学 ―現代考古学の展開―』岩崎卓也先生退官記

念論文集編集委員会,46-61頁 ,雄山閣出版
3.小熊博史・立木宏明「新潟県における旧石器時代・縄文時代草創期研究の現状 (2)」 『長岡市立科学博物館研究報告』第29号,95-

112頁 ,長岡市立科学博物館
4.角 張淳―「後期旧石器時代後半期の黒曜石原産地と南関東に出土する尖頭器の評価」『中部高地の考古学Ⅳ』,35-44頁,長野県考古

学会

5.旧石器 (先土器・岩宿)時代研究プロジェクトチーム「旧石器時代終末における石器群の諸問題」『神奈川の考古学の諸問題』, 1-
22頁 ,神奈川県立埋蔵文化財センター

6.笹原芳郎「旧石器時代後期 槍先形尖頭器とナイフ形石器の構造的関係について」『向坂鋼二先生還暦記念論集 地域と考古学』,31
-41頁,向坂鋼二先生還暦記念論集刊行会

7.島田和高「両面調整槍先形尖頭器の製作と原料消費の構成 ―槍先形尖頭器石器群における原料消費と遺跡の連関に関する一考察―」
『旧石器考古学』49,29-44頁 ,旧石器文化談話会

8.砂田佳弘「相模野細石器の出現 ―器種変遷と石材流通―」『國學院大學考古学資料館紀要』第10輯, 1-41頁 ,國學院大學考古学
資料館

9.砂田佳弘「相模野細石器の変遷」『神奈川考古』第30号 , 1-20頁 ,神奈川考古同人会
10。 高尾好之「愛鷹南麓・箱根西麓の後期旧石器時代石器群編年試案」『向坂鋼二先生還暦記念論集 地域と考古学』, 1-29頁 ,向坂鋼

二先生還暦記念論集刊行会

11.土橋由理子「尖頭器製作工程に関する研究について」『新潟県考古学談話会会報』第13号, 1-8頁 ,新潟考古学談話会
12.道澤 明「東内野型尖頭器の出現と変遷」『古代文化」第46巻第12号,14-32買,(財 )古代學協書
13.山原敏朗「特集 :北海道考古学 。現状と課題 ―旧石器時代」『北海道考古学』第30輯, 3-10頁 ,北海道考古学会
報告・資料紹介
北海道

14。 (財)北海道埋蔵文化財センター編『調査年報 6』
15.千歳市教育委員会『丸子山遺跡における考古学的調査』
16.寺崎康史「北海道今金町美利河 2遺跡採集の尖頭器」『1日石器考古学』48,71-74頁 ,旧石器文化談話会
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17.旭村埋蔵文化財発掘調査会『サイプレスカントリー・クラブ造成地内埋蔵文化財発掘調査報告書 1 北山遺跡・定使面遺跡」
18.石 岡市教育委員会『二子塚遺跡発掘調査概報』
19.板橋区向原遺跡調査団『向原遺跡」
20.海老原郁雄「高原山中の遺跡群 (続)J『峰考古―宇都宮大学考古学研究会会誌―J第 10号,17-31頁,字都宮大学考古学研究会
21.大胡町教育委員会『日光道東遺跡』
22.小田原市教育委員会『天神山台遺跡』
23.粕川村教育委員会『長岡遺跡』
24.神奈川県立埋蔵文化財センター『神奈川県立埋蔵文化財センター年報13』
25.北村 亮・立木宏明「新潟県樽口遺跡の発掘調査J『考古学ジャーナル」第380号 ,31-34頁 ,ニュー・サイエンス社
26.久我山東遺跡B地点発掘調査団『東原遺跡』
27.栗山遺跡第 2地点調査会『練馬区栗山遺跡第 2地点』
28.(財 )茨城県教育財団『土浦北工業団地造成地内埋蔵文化財調査報告書H 原田北遺跡 H・ 西原遺跡』
29。 (財)茨城県教育財団『岩井幸田工業団地造成地内埋蔵文化財調査報告書 姥ヶ谷津遺跡 。南開遺跡』
30.(財 )茨城県教育財団『研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書 (Ⅳ) 柴崎遺跡H区・Ⅲ区」
31。 (財 )印雄郡市文化財センター『千葉県四街道市 木戸先遺跡 御成台団地宅地造成事業地内埋蔵文化財調査」
32.(財 )印膳郡市文化財センター「千葉県成田市 公津東遺跡群 I 一成田市公津東土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査― ―飯田

町南向野遺跡 。大袋小谷津遺跡 。飯仲金堀遺跡 。飯仲中台遺跡・飯仲大作遺跡・飯仲馬場作遺跡―」
33.(財 )印施郡市文化財センター『千葉県印施郡印施村 油作 1-H遺跡発掘調査報告書 ―印構村平賀小学校運動場拡張工事に伴う

埋蔵文化財調査―』
34.(財 )君津都市文化財センター『一千葉県袖ケ浦市一 大竹遺跡群発掘調査報告書Ⅲ ―藤田観光ゴルフ場建設工事に伴う埋蔵文化

財調査― 尾畑台遺跡 内出原遺跡 大竹古墳群 下根岸古墳群』
35。 (財)君津郡市文化財センター『一千葉県袖ケ浦市― 上大城遺跡発掘調査報告書』
36.(財 )君津都市文化財センター「一千葉県袖ケ浦市― 美生遺跡群Ⅲ 第 6・ 7地点」
37.(財 )君津郡市文化財センター『一千葉県木更津市― 林遺跡H 道路改良工事 (市道145号線)に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書ⅡI」
30.(財 )君津郡市文化財センター F_千葉県木更津市― 請西遺跡群Ⅲ 鹿島塚A遺跡」
39。 (財)群馬県埋蔵文化財調査事業団『下高瀬上之原遺跡 関越自動車道 (上越線)地域埋蔵文化財調査報告第27集』
40.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『三ツ木遺跡 一般国道17号 (上武道路)改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』
41.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『小島田八日市遺跡 主要地方道藤岡大胡線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第 1

集』

42.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『白倉下原・天引向原遺跡 I」
43.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『天引狐崎遺跡 I』
44.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『二之宮谷地遺跡 一般国道17号 (上武国道)改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書」
45.(財 )埼玉県埋蔵文化財調査事業団『花ノ木・向原・柿ノ木坂・水久保・丸山台』
46。 (財 )山武郡市文化財センター「大綱山田台遺跡群 I ―旧石器時代篇―』
47.(財 )山武都市文化財センター『砂田中台遺跡 (旧石器・縄文時代篇)」
48.(財)山武都市文化財センター「南麦台遺跡』
49。 (財 )静岡県埋蔵文化財調査研究所『焼場遺跡A地点J
50.(財 )千葉県文化財センター『千原台ニュータウンⅥ ―車刈六之台遺跡―J
51。 (財 )千葉県文化財センター『四街道市御山遺跡 (1) ―物井地区埋蔵文化財発掘調査報告書 I―」
52.(財 )千葉県文化財センター『新東京国際空港埋蔵文化財調査報告書Ⅷ 取香和国戸遺跡 (空港No60遺跡)』
53.(財 )千葉県文化財センター『佐倉市六拾部遺跡 ―佐倉第二工業団地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ―』
54。 (財 )千葉県文化財センター『土気緑の森工業団地内発掘調査報告書』
55。 (財 )千葉県文化財センター『野田市岩名第14遺跡 ―住宅宅地関連公共設備等整備促進事業に伴う埋蔵文化財調査報告書―』
56.(財 )千葉県文化財センター『松戸市岩瀬塚田遺跡 ―国立教育会館社会教育研修所建設に伴う埋蔵文化財調査報告書―」
57.(財 )栃木県文化振興事業団『塚崎遺跡』
58.(財 )栃木県文化振興事業団『三輪仲町遺跡』
59.(財 )山形県埋蔵文化財センター『弓張平H遺跡発掘調査報告書』
60.坂本 彰「隆線文土器と洞穴遺跡」『利根川』15,19-26頁 ,利根川同人
61.佐久市教育委員会『佐久市埋蔵文化財年報 2 -平成 3・ 4年度―』
62.諏訪間 順「小田原市内における先土器時代～縄文時代草創期の石器群」『天神山台遺跡』,53-56頁 ,小田原市教育委員会
63.玉里村教育委員会『権現平古墳群」
64.富岡市教育委員会『七日市観音前遺跡発掘調査報告書J
65.都立府中病院内遺跡調査会「武蔵台遺跡H 資料編 2」
66.新田町教育委員会『下田遺跡』
67.東久留米市教育委員会『神明山南遺跡』
68.藤沢市教育委員会『南鍛冶山遺跡発掘調査報告書 第 1巻 縄文時代草創期』
69.富士見村教育委員会『富士見地区遺跡群 愛宕山遺跡・初室古墳・愛宕遺跡・日向遺跡 平成 2年度県営圃場整備事業富士見地区に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』
70。 道澤 明「三崎三丁目遺跡」「平成 5年度千葉県遺跡調査研究発表会発表要旨」
71.大和市教育委員会『月見野遺跡群上野遺跡第 6地点』
72.四街道市教育委員会『四街道市内遺跡発掘調査報告書」
73.和光市教育委員会『城山南遺跡 (第 1次 。第 2次 )』
西日本

一-291-―



附 章 資料・データ集

74.吉井宣子「奈良県香芝市瑞宝園第 1～ 3地点遺跡」『1日石器考古学』49,79-86頁 ,旧石器文化談話会
75.神戸市教育委員会『平成 3年度神戸市埋蔵文化財年報』
76.(財 )滋賀県埋蔵文化財センター『滋賀県埋文ニュース』第175号
77.奈良県立橿原考古学研究所『奈良県遺跡調査概報 1993年度』
78.福崎町教育委員会『福崎町文化財だより』⑦
シンポジウム・特集

79.小野 昭ほか編『1993年度日本考古学協会シンポジウム 環日本海地域の土器出現期の様相』,雄山閣出版
80.岡本東三「縄紋文化移行期石器群の諸問題J『 1993年 度日本考古学協会シンポジウム 環日本海地域の土器出現期の様相』,59-75頁 ,

雄山閣出版

81.小熊博史ほか「新潟県小瀬が沢洞窟遺跡出土遺物の再検討」『1993年 度日本考古学協会シンポジウム 環日本海地域の土器出現期の
様相』,77-173頁 ,雄山閣出版

82.佐藤雅一ほか「信濃川水系における縄文時代草創期遺跡の様相」 F1993年度日本考古学協会シンポジウム 環日本海地域の土器出現
期の様相』,175-199頁 ,雄山閣出版

83.笠懸野岩宿文化資料館ほか編『第 2回岩宿フォーラム/シ ンポジウム 群馬の岩宿時代の変遷と特色 予稿集』笠懸野岩宿文化資料
館ほか

84.軽部達也「藤岡北山B遺跡J『第 1回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,13-18頁 ,石器文化研究会ほか
85.道澤 明「三崎 3丁 目遺跡」『第 1回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,28-32頁,石器文化研究会ほか
86.西井幸雄「外郭環状道路和光市内遺跡群」『第 1回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,37-42頁 ,石器文化研究会ほか
87.砂田佳弘「吉岡遺跡群B区」『第 1回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,53-57頁 ,石器文化研究会ほか
88.鈴木次郎「寺尾遺跡」『第 1回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,58-63頁 ,石器文化研究会ほか
89.加藤勝仁「コメント～寺尾遺跡第 I・ H文化層～」『第 1回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,66頁 ,石器文化研究会ほか
単行本

90.笠懸野岩宿文化資料館『第 5回企画展 群馬の岩宿時代』
補 遺
91.諏訪間 伸「伊勢原市内における旧石器・縄文時代草創期の遺跡について 一高森・番場遺跡の表採資料から一」『文化財ノー ト』

第 3集,88-101頁 ,伊勢原市教育委員会

1995年

論 文
1.井上1真也「後期旧石器時代の石材分布と石器群の検討 ―群馬県における石材研究―」『法政史学』第47号,20-38頁 ,法政大学史

学会

2.宇田川浩―「尖頭器リダクションと石器生産技術の地域性」『法政考古学』第21集,41-59頁,法政考古学会
3.旧石器 (先土器・岩宿)時代研究プロジェクトチーム「旧石器時代終末における石器群の諸問題 (続) 一FB層下部からLlH層の

石器群の様相―」『神奈川の考古学の諸問題 (H)』 , 1-24頁 ,神奈川県立埋蔵文化財センター
4.栗島義明「縄文草創期研究 〈二つの学史〉J『考古学研究会40周年記念論集 展望考古学』,39-46頁 ,考古学研究会
5。 近藤尚義「石器製作時の最終争J離面について」『長野市教育』59号,125-129頁
6.佐藤宏之「技術的組織・変形論・石材供給 ―下総台地後期旧石器時代の社会生態学的考察―」『考古学研究』第42巻第 1号,27-

53頁 ,考古学研究会
7.白石浩之「関東地方におけるナイフ形石器文化終末期の様相 一月見野期を中心として一」『古代文化』第47巻第 1号,14-29頁 ,

(財)古代學協會
8.鈴木次郎「南関東におけるナイフ形石器文化の彫器 (1)」 『神奈川考古』第31号, 1-20頁 ,神奈川考古同人会
9.田中央司「日本先史時代のデポ」『考古学雑誌』第80巻第 2号, 1-71頁 , 日本考古学会
10。 富樫孝志「尖頭器文化論」『考古学研究会40周年記念論集 展望考古学』,33-38頁 ,考古学研究会
11.橋本勝雄「茨城の旧石器時代J『茨城県考古学協会誌』第 7号, 1-111頁 ,茨城県考古学協会
12.三 原慎吾「近畿地方西部の縄文時代草創期の様相 ―まるやま遺跡を中心として一J『 1日石器考古学』51,37-45頁 ,旧石器文化談

話会

報告・資料紹介

北海道

13.帯広市教育委員会『帯広・南町遺跡 ―土地区画整理事業に伴う南町 1・ 2・ 3遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書―』
東日本

14。 青山学院大学森台遺跡発掘調査会『千葉県山武郡山武町森台遺跡群の調査 (第 2次 ) 一出台遺跡・北台遺跡―』
15.我孫子市教育委員会『北大作遺跡発掘調査概報』
16.阿部祥人ほか『お仲間林遺跡の研究 -1992年 発掘調査―』,慶應義塾大学文学部民族学・考古学研究室
17.宇野治幸「岐阜県揖斐郡藤橋村徳山地内の遺跡群」『日本考古学年報46(1993年 度版)』 ,501-504頁 , 日本考古学協会
18.浦和市遺跡調査会『馬場小室山遺跡発掘調査報告書 (第 29次 )』
19.小田急小田原線線増連続立体交差事業遺跡調査会『小田急線遺跡調査報告書』
20。 笠懸町教育委員会『笠懸町内遺跡 H』

21.柏市遺跡調査会ほか『呼塚遺跡』
22.神奈川県立埋蔵文化財センター『第一東海自動車道 概報No10、 11、 16、 17遺跡 平成 6年度』
23.県営高座渋谷団地内遺跡発掘調査団『神奈川県大和市 県営高座渋谷団地内遺跡』
24.国立市遺跡調査会『市内遺跡緊急調査報告 1 平成 2～ 5年度』
25。 久保田遺跡調査団『久保田遺跡』
26.国際基督教大学考古学研究センター『野川遺跡』
27.(財 )茨城県教育財団『一般国道 6号東水戸道路改築工事地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ 差渋遺跡』
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28.(財 )茨城県教育財団『土浦北工業団地造成地内埋蔵文化財調査報告書皿 原出口遺跡』
29.(財 )茨城県教育財団『(仮称)真壁町南椎尾地区住宅団地事業地内埋蔵文化財調査報告書 小山遺跡・八幡前遺跡J
30.(財 )茨城県教育財団『牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財発掘調査報告書 (Ⅲ) 東山遺跡』
31。 (財 )印雄郡市文化財センター「白池台遺跡・西御門荒生遺跡A地区 。西御門荒生遺跡B地区 ちばリサーチパーク開発事業予定地

内埋蔵文化財調査」

32.(財 )印施郡市文化財センター「千葉県印施郡酒々井町 墨木戸 ― (仮)すかいら―く酒々井工場建設予定地内埋蔵文化財調査―」
33。 (財 )君津郡市文化財センター『一千葉県袖ケ浦市一 大竹遺跡群発掘調査報告書Ⅳ ―藤田観光ゴルフ場建設工事に伴う埋蔵文化

財調査― 向神納里遺跡 上南原遺跡 狐谷遺跡 大竹古墳群』
34。 (財 )君津都市文化財センター『台木A遺跡 ―かずさアカデミアパーク建設に伴う埋蔵文化財調査報告書 (1)―」
35.(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団『内匠日向周地遺跡・下高瀬寺山遺跡・下高瀬前田遺跡』
36.(財 )埼玉県埋蔵文化財調査事業団『向山/上原/向原 首都圏中央連絡自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告 ―Ⅳ一J
37.(財 )埼玉県埋蔵文化財調査事業団『横田遺跡 首都圏中央連絡自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告 一Ⅵ―』
38.(財 )千葉県文化財センター「新東京国際空港埋蔵文化財調査報告書Ⅸ ――鍬田甚兵衛山北遺跡 (空港Noll遺跡)― J
39。 (財 )千葉県文化財センター『佐倉市池向遺跡 ―佐倉第二工業団地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ」
40.(財 )千葉県文化財センター『船橋市古作中台遺跡 ―東京税関古作寮建設に伴う埋蔵文化財調査報告書―」
41.(財 )千葉市文化財調査協会『千葉市直道遺跡」
42.(財 )千葉市文化財調査協会『財団法人千葉市文化財調査協会年報 7 -平成 5年度―』
43.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 先行調査報告 1』
44.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 (第 19集 )』
45。 (財)長野県埋蔵文化財センター『長野県埋蔵文化財センター年報11』
46.(財 )山形県埋蔵文化財センター Fぉ仲間林遺跡発掘調査報告書』
47.(財 )横浜市ふるさと歴史財団ほか『花見山遺跡 港北ニュータウン地域内埋蔵文化財調査報告 XⅥ 』
48.十二町遺跡調査会『十王町風早遺跡発掘調査報告書』
49.都営川越道住宅遺跡調査会 r武蔵台東遺跡発掘調査報告書 5 武蔵国分尼寺北方地区』
50.東京外かく環状道路・練馬地区遺跡調査会『東京都外かく環状道路練馬地区関連遺跡J
51.東京都国立市教育委員会『南養寺遺跡 X』
52.都立学校遺跡調査会『鉢山町 H』
53.中 島遺跡調査会『中島遺跡調査報告書」
54.中 島庄―「横倉遺跡出上の大きな「木の葉」型の槍 ―旧石器時代から新しい時代へ」『図説・奥信濃の歴史』,16-17頁 ,郷土出版

社

55.西国分寺地区遺跡調査会「武蔵国分寺跡北西地区の遺跡』
56.松戸市溜ノ上遺跡調査会 r千葉県松戸市 溜ノ上遺跡 (旧石器・縄文時代編)』
57.三鷹市遺跡調査会 r島屋敷遺跡」
58.宮尾 亨編『長野県木曽郡開田村柳又遺跡A地点第 4次発掘調査報告書』,國學院大學文学部考古学研究室
59.武蔵国分寺関連遺跡調査団 F武蔵国分寺関連遺跡の調査Ⅵ』
60.八千代市教育委員会「平成 6年度 八千代市埋蔵文化財調査年報J
61.吉 朝則富「飛騨の大形 。中形尖頭器について」『どっこいし』第50号,14-18頁 ,飛騨考古学会旧石器分科会
西日本

62.大月町教育委員会『ナシケ森遺跡発掘調査概要報告書』
63.倉敷市埋蔵文化財センター『王子が岳南麓遺跡』
64.(財 )八尾市文化財調査研究会『八尾南遺跡』
シンポジウム・特集

65.加部二生ほか「武井遺跡」『第 2回石器文化研究交流会 一発表要旨―』, 4-10頁 ,石器文化研究会ほか
66。 新田浩三「取香和田戸遺跡 (空港N。60遺跡)」『第 2回石器文化研究交流会 ―発表要旨―」,29-36頁,石器文化研究会ほか
67.桜井準也ほか「南葛野遺跡」『第 2回石器文化研究交流会 ―発表要旨一』,57-62頁 ,石器文化研究会ほか
68.関 口昌和「忠生遺跡群根岸山遺跡」『第 2回石器文化研究交流会 一発表要旨―』,67-70頁 ,石器文化研究会ほか
69.伊藤 健「菅原神社台地上遺跡」r第 2回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,79-85頁 ,石器文化研究会ほか
70。 島立 桂「前三舟台遺跡」『第 3回石器文化研究交流会 一発表要旨―』,12-17頁,石器文化研究会ほか
71.林田利之「木戸先遺跡」『第 3回石器文化研究交流会 ―発表要旨―」,10-26頁,石器文化研究会ほか
72.五十嵐 彰「府中市No29遺跡」『第 3回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,27-30頁 ,石器文化研究会ほか
73.窪田恵―「東京外かく環状道路練馬地区関連遺跡」『第 3回石器文化研究交流会 ―発表要旨一』,31-38頁,石器文化研究会ほか
74.麻生順司「下森鹿島遺跡」『第 3回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,39-44頁 ,石器文化研究会ほか
75。 諏訪間 順「柏ヶ谷長ヲサ遺跡」『第 3回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,45-52頁 ,石器文化研究会ほか
76.鈴木次郎「宮ヶ瀬遺跡群」『第 3回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,53-62頁 ,石器文化研究会ほか
77.上野真由美ほか「横田遺跡」『第 3回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,67-70頁 ,石器文化研究会ほか
78.金子直行「新屋敷遺跡 (C区 )」 『第 3回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,71-76頁 ,石器文化研究会ほか
79.萩谷千明「清水遺跡第 2地点」『第 3回石器文化研究交流会 ―発表要旨一』, 4-7頁 ,石器文化研究会ほか
80.諏訪間 順「南関東地方AT上位石器群変遷」F静岡県考古学会シンポジウムⅨ 「愛鷹・箱根山麓の旧石器時代編年」予稿集』,341

-359頁 , シンポジウム実行委員会ほか

単行本

81.安斎正人『無文字社会の考古学』,六一書房
82.板橋区史編さん調査会『板橋区史 資料編 1 考古』
83.笠懸野岩宿文化資料館ほか『第 3回岩宿フォーラム/シ ンポジウム 石器石材 ～北関東の原石とその流通を中心として～ 予稿集L
84.梶原 洋編『国際シンポジウム「東アジア・極束の土器の起源」―縄文文化の源流を探る一 予稿集」,東北福祉大学
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85.芝山町教育委員会『芝山町史 通史綱 上』
86.諏訪市役所『諏訪市史 上巻』
07。 大栄町『大栄町史 史料篇 I 原始古代」
88.沼田市史編さん室『沼田市史 資料編 1 原始古代 。中世』
89.林 茂樹『伊那の石槍J

1996年

論 文
1.明石博志「斗満遺跡の発見について 一関連事項を含めて一」『北海道旧石器文化研究』第 1号,11-12頁 ,北海道旧石器文化研究

会

2.阿部朝衛「新潟県北部における旧石器時代研究の現状と課題」『北越考古学J第 7号, 1-34頁 ,北越考古学研究会
3.大塚健―「神奈川県西部の旧石器について 一相模川以西の旧石器―」『神奈川考古』第32号,37-56頁 ,神奈川考古同人会
4.木崎康弘「石槍の出現と気候寒冷化 ―地域文化としての九州石槍文化の提唱―」『1日石器考古学』53,43-56頁 ,旧石器文化談話会
5。 旧石器 (先土器・岩宿)時代研究プロジェクトチーム「旧石器時代後半における石器群の諸問題 ―L2～ Bl層石器群の様相―J

『かながわの考古学 研究紀要 1』 , 1-36頁 ,神奈川県立埋蔵文化財センターほか
6.桜井準也「相模野地域における縄文時代草創期遺跡のあり方 ―隆線文期の評価をめぐって一」『考古論叢 神奈河』第 5集, 1-

20頁 ,神奈川県考古学会
7.坂本 彰「槍と土器 ―都築における縄文時代草創期の遺跡―」r考古論叢 神奈河』第 5集 ,21-50頁 ,神奈川県考古学会
8.柴 田 徹「大和市を中心とした相模野台地における旧石器時代の使用石材について」『大和市史研究J第 22号, 1-31頁 ,大和市役

所管理部庶務課

9.鈴木次郎「南関東におけるナイフ形石器文化の彫器 (2) 一上ゲ屋型彫器の再検討一J r神奈川考古』第32号,57-76頁 ,神奈川
考古同人会

10.杉原敏之「《研究ノー ト》九州の「尖頭器石器群」(1) 一宗原遺跡出土石器群の再検討―」『九州歴史資料館研究論集』21,87-
101頁 ,九州歴史資料館

11.立木宏明「中部地方北部における後期旧石器時代後半から縄文時代草創期前半の石器群の再検討」『考古学と遺跡の保護 甘粕 健
先生退官記念論集』,27-48頁 ,甘粕 健先生退官記念論集刊行会

12.堤 隆・吉田政行「八ヶ岳東麓における石材環境と旧石器時代の石材利用」『中ッ原第 1遺跡G地点の研究 H』 ,228-249頁 ,八 ヶ岳
旧石器研究グループ

13.寺崎康史「北海道地方における大形尖頭器について」『北海道旧石器文化研究』第 1号, 1-10頁 ,北海道旧石器文化研究会
14.長崎 治「野辺山における旧石器時代石器群の分布とその様相」『中ッ原第 1遺跡G地点の研究HJ,215-227頁 ,八ヶ岳旧石器研究

グループ

15.三瓶祐司「いわゆる・ 有舌尖頭器・ について 一計量分析による分類」『神奈川考古』第32号,97-112頁 ,神奈川考古同人会
16.矢 口孝悦ほか「大宮台地東縁部における先土器時代の様相」『埼葛地域文化の研究 下津 弘君・塚越哲也君追悼論文集』,21-48頁 ,

下津 弘君・塚越哲也君追悼論文集刊行委員会
報告・資料紹介

北海道

17.山 原敏朗「陸別町斗満台地遺跡出土の資料」『1ヒ海道旧石器文化研究』第 1号,13-24頁 ,北海道旧石器文化研究会
18.山原敏朗「清水町羽帯出上の尖頭器 ―十勝地域における大型尖頭器の一資料―」『北海道旧石器文化研究』第 1号,25-27頁 ,北

海道旧石器文化研究会

東日本

19.朝 日村教育委員会『奥三面ダム関連遺跡発掘調査報告書V ―樽口遺跡―」
20.板橋区四葉遺跡調査会『四葉地区遺跡 平成 8年度 【旧石器時代】』
21.稲城市竪台遺跡発掘調査会『竪台遺跡 発掘調査報告書』
22.小田急小田原線線増連続立体交差事業遺跡調査会『小田急小田原線遺跡調査報告書』
23.小野塚永治ほか「新潟県津南町三箇甲採取の尖頭器について」『1日石器考古学』53,101頁 ,旧石器文化談話会
24.小山市教育委員会『西山遺跡発掘調査報告書 ―第 3次調査J
25.笠井洋祐「本ノ木遺跡採集の石槍」『越佐補遺些』創刊号,27-30頁 ,越佐補遺些の会
26.加部二生「群馬県新里村武井遺跡第 V次発掘調査速報」『考古学ジャーナル』第406号 ,24-26頁 ,ニ ュー・サイエンス社
27.木更津市教育委員会『千葉県木更津市 大畑台遺跡群発掘調査報告書 I 一大畑台遺跡―」
28.吉祥寺南町 1丁 目遺跡調査会『東京都井の頭池遺跡群吉祥寺南町 1丁 目遺跡E地点』
29.北本市遺跡調査会『提灯木山遺跡第 2次調査』
30。 国分寺市遺跡調査会『恋ヶ窪遺跡調査報告』Ⅶ

31.小林 弘「新潟県三川村中峰遺跡採集の縄文時代の石器」『北越考古学』第 7号,59-61頁 ,北越考古学研究会
32.(財 )茨城県教育財団『牛久東下根特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財発掘調査報告書 中下根遺跡・西ノ原遺跡・隼人山遺跡』
33.(財 )印格都市文化財センター『千葉県八街市 米ヶ峠遺跡 ―八街カントリー倶楽部造成に伴う埋蔵文化財調査―』
34.(財 )印施都市文化財センター「千葉県成田市 南囲護台 (第 1地点) ― (仮 )ス ターッ株式会社宅地造成地内埋蔵文化財調査―J
35.(財 )印雄都市文化財センター r千葉県成田市 南羽鳥遺跡群 I 成田カントリークラブゴルフ場造成地内埋蔵文化財調査報告書

(I)―南羽鳥高野遺跡、南羽鳥正福寺遺跡―J
36.(財 )かながわ考古学財団『宮ヶ瀬遺跡群Ⅵ サザランケ (Nα12)遺跡 宮ヶ瀬ダム建設にともなう発掘調査』
37.(財 )かながわ考古学財団『宮ヶ瀬遺跡群Ⅷ 南 (No 2)遺跡・馬場 (Nα 5)遺跡 宮ヶ瀬ダム建設にともなう発掘調査』
30。 (財 )君津都市文化財センター「一千葉県袖ケ浦市― 寒沢遺跡・寒沢古墳群・愛宕古墳群 。上用瀬遣跡』
39。 (財 )君津郡市文化財センター『上ノ山A遺跡 。上ノ山B遺跡・下根田B遺跡・御所塚遺跡 ―かずさアカデミアパーク建設に伴う

埋蔵文化財調査報告書 (1)―」
40.(財 )君津都市文化財センター『兎谷 。上時田・ 向木台・ 台木 B遺跡 ―かずさアカデミアパーク建設に伴う埋蔵文化財調査報告書

―-294-



第 3節 文献 目録

(3)―」
41.(財 )埼玉県埋蔵文化財調査事業団『新屋敷遺跡C区』
42.(財 )埼玉県埋蔵文化財調査事業団『今羽丸山遺跡』
43.(財 )埼玉県埋蔵文化財調査事業団『丸山/青梅道南/十文字原/東武蔵野/西武蔵野 首都圏中央連絡自動車道関係埋蔵文化財発

掘調査報告書 ―Ⅶ―』
44.(財 )千葉県文化財センター『松崎遠原遺跡 一千葉県立成田口芸高等学校情報科学科棟埋蔵文化財調査報告書―」
45.(財 )千葉県文化財センター『市原市武士遺跡 1 -福増浄水場埋蔵文化財調査報告書―」
46.(財 )千葉県文化財センター『一般国道296号国道道路改良事業埋蔵文化財調査報告書 1 -酒々井町本佐倉北大堀遺跡―J
47.(財 )千葉県文化財センター『一般国道296号国道道路改良事業埋蔵文化財調査報告書 2 -佐倉市高岡砦跡・麻賀多脇遺跡―』
40。 (財 )千葉県文化財センター『主要地方道松戸野田線埋蔵文化財調査報告書』
49.(財 )千葉県文化財センター『主要地方道多古笹本線埋蔵文化財調査報告書 2 -干潟町池尻遺跡・ 茄手台遣跡―』
50.(財 )千葉県文化財センター『袖ケ浦市堂庭山B遺跡 ―袖ケ浦福祉センター授産所埋蔵文化財調査報告書―』
51.(財 )千葉市文化財調査協会『土気南遺跡群V 南河原坂第 3遺跡」
52。 (財)千葉市文化財調査協会『千葉市原町遺跡群発掘調査報告書 H」
53.(財 )東京都埋蔵文化財センター『府中市No29遺跡』
54.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 先行調査報告 3』
55。 (財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡J
56.(財 )栃木県文化振興事業団『西赤堀遺跡』
57.(財 )栃木県文化振興事業団『八幡根東遺跡』
58.(財 )栃木県文化振興事業団『西浦遺跡』
59。 (財)船橋市文化・ スポーツ公社埋蔵文化財センター「中票遺跡第 1次 。2次発掘調査報告書』
60.済美台遺跡発掘調査団『済美台遺跡』
61.世田谷区教育委員会『堂ヶ谷戸遺跡Ⅳ』
62.仙 台市教育委員会『野川遺跡』
63.多摩市遺跡調査会『東京都多摩市本村遺跡群』
64.土浦・出島村合同遺跡調査会『柳沢遺跡・養老田遺跡・寿行地北遺跡」
65。 東海村遺跡調査会『白方遺跡群第 4次発掘調査報告書 ―茨城県那珂郡東海村所在の古代集落址の調査―』
66.豊川市教育委員会『駒場遺跡』
67.八森遺跡発掘調査委員会『八森遺跡 ―第16次発掘調査概要―」
68.西国分寺地区遺跡調査会『武蔵国分寺跡北西地区の遺跡』
69。 東村山市Nα l19遺跡調査団『東京都東村山市Nol19遺跡発掘調査資料」

70.三鷹市教育委員会『羽根沢台遺跡 H』
71.宮尾 亨 r長野県木曽郡開田村柳又遺跡A地点第 5次発掘調査報告書J,國學院大學文学部考古学研究室
72.宮尾 亨 r長野県木曽郡開田村柳又遺跡A地点第 6次発掘調査報告書』,國學院大學文学部考古学研究室
73.八千代市西八千代遺跡群調査会『千葉県八千代市 仲ノ台遺跡 。フイノ作遺跡他発掘調査報告書 ―西八千代東部土地区画整理事業

地内埋蔵文化財発掘調査―』

74.大和市教育委員会『大和市NQ202遺跡第 1地点 1～ 3次調査 大和市No159遺跡』
75.山 村貴輝ほか「東京都町田市木曽森野遺跡出土の小型石器について」『1日石器考古学J52,87-89頁,旧石器文化談話会
76.早稲田大学校地文化財調査室『下戸塚遺跡の調査J
西日本

77.久保弘幸ほか「東播磨地域における旧石器新資料」『1日石器考古学J52,75-83頁,旧石器文化談話会
78.松浦五輪美「奈良市内出土の旧石器について」 Fi日石器考古学J52,65-74頁,旧石器文化談話会
シンポジウム・特集

79.渋谷孝雄「第 9回東北日本の旧石器文化を語る会」『1日石器考古学』52,90頁 ,旧石器文化談話会
単行本

80.安斎正人『現代考古学』,同成社
81.大田市『大田市史 通史編 原始古代』
82.塩谷町史編さん委員会『塩谷町史 第 1巻 原始古代史料編J
83.横浜市歴史博物館ほか "縄文時代草創期資料集」
補 遺
84.中 村喜代重「旧石器時代の伊勢原を見る」「文化財ノー ト」第 4集,伊勢原市教育委員会

1997年

論 文
1.安蒜政雄「旧石器時代の集団 ―南関東の移動生業集団と石器製作者集団―」『駿台史学』第100号 ,142-172頁 ,駿台史学会
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65.須藤隆司「八風山黒色安山岩 原産地遺跡のあり方と鏑川流域遺跡群の原石消費」『第 5回岩宿フォーラム/シ ンポジウム 石器石
材H ～北関東の原石とその流通を中心として～ 予稿集』,14-19頁 ,笠懸野岩宿文化資料館ほか

66.杉原敏之「筑紫平野の尖頭器石器群」『九州旧石器』第 3号, 1-10頁 ,九州旧石器文化研究会
67.木崎康弘「九州石槍文化の展開と細石刃文化の出現」『九州旧石器」第 3号,23-38頁 ,九州旧石器文化研究会
68.冨田逸郎「槍先形尖頭器「南九州」」『九州旧石器』第 3号,63-72頁 ,九州旧石器文化研究会
69.大竹憲昭「中部高地における槍先形尖頭器石器群」『九州旧石器』第 3号,93-98頁 ,九州旧石器文化研究会
70.島 田和高「南関東の槍先形尖頭器」『九州旧石器」第 3号,99-108頁 ,九州旧石器文化研究会
71.安蒜政雄「『九州尖頭器石器群』イヽ考」r九州旧石器』第 3号,109-110頁 ,九州旧石器文化研究会
72.白石浩之「九州地域の石槍石器群の様相について」『九州旧石器J第 3号,111-112頁 ,九州旧石器文化研究会
73.岩永雅彦「多久尖頭器遺跡群の再評価にむけて」『九州旧石器』第 3号,113-118頁 ,九州旧石器文化研究会
74.埼玉考古学会編『埼玉考古別冊第 5号 ―特集号 埼玉の旧石器時代一』
75.津島秀章「三和工業団地遺跡」『第 4回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』, 1-4頁 ,石器文化研究会ほか
76.亀田直美「早稲田大学東伏見総合グラウンド遺跡A地区 (第 2次調査 )」 『第 4回石器文化研究交流会 一発表要旨―」,22-27頁 ,

石器文化研究会ほか

77.小池 聡「県営高座渋谷団地内遺跡・神明若宮地区内遺跡」『第 4回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,28-33頁,石器文化研究
会ほか

78.栗原信好「用田バイパス関連遺跡群」r第 4回石器文化研究交流会 ―発表要旨一』,34-39頁 ,石器文化研究会ほか
79.渋谷孝雄「第10回東北日本の旧石器文化を語る会」『1日石器考古学』54,93-95頁 ,旧石器文化談話会
80.道澤 明「第 4回石器文化研究交流会」 rl日石器考古学』54,96頁 ,旧石器文化談話会
81.杉原敏之「第21回九州旧石器文化研究会 一九州尖頭器石器群の様相―」『1日石器考古学』54,97-98頁 ,旧石器文化談話会
82.松村信博「南四国の縄文時代草創期 ～奥谷南遺跡を中心として～」『第 8回 中・四国縄文研究会 中・四国の縄文時代草創期の土

器と石器組成』,23-33頁 ,中・四国縄文研究会
83.多田 仁「西四国における旧石器時代終末から縄文時代草創期の石器群」『第 8回 中・四国縄文研究会 中・四国の縄文時代草創期

の上器と石器組成』,34-43頁 ,中・四国縄文研究会
84.矢野健―「中国における縄文時代草創期の様相」『第 8回中・四国縄文研究会 中・四国の縄文時代草創期の土器と石器組成』,44-

51頁 ,中・四国縄文研究会
85。 島立 桂「東日本における土器出現期の様相」『第 0回中・四国縄文研究会 中 。四国の縄文時代車創期の土器と石器組成」,52-56

頁,中 。四国縄文研究会
86.松田真一「近畿地方の縄文時代草創期の上器と石器組成」『第 8回 中・四国縄文研究会 中・四国の縄文時代草創期の上器と石器組

成』,57-63頁 ,中・四国縄文研究会
87.松葉和也「二重県高皿遺跡の発掘調査についてJ『第 8回中・四国縄文研究会 中・四国の縄文時代草創期の土器と石器組成』,64-

65頁 ,中・四国縄文研究会
88.雨宮瑞生「縄文時代草創期土器編年 (九州 )」 『第 8回 中・四国縄文研究会 中・四国の縄文時代草創期の土器と石器組成J,66-72

頁,中・四国縄文研究会
89.宮田栄二「縄文時代草創期の石器群と石器組成」『第 8回 中・四国縄文研究会 中・四国の縄文時代草創期の土器と石器組成』,73-

79頁 , 中・四国縄文研究会

単行本

90.市貝町町史編さん委員会『市貝町史 第 1巻  自然・原始古代 。中世資料編」
91.岡 村道雄編『ここまでわかった日本の先史時代』,角 川書店
92.笠懸野岩宿文化資料館ほか編『第 5回岩宿フォーラム/シ ンポジウム 石器石材H ～北関東の原石とその流通を中心として～ 予

稿集』

93.茂木町史編さん委員会『茂木町史 第 2巻 史料編 1 原始古代・中世』
補 遺
94.神明若宮地区内遺跡発掘調査団『神奈川県大和市神明若宮地区内遺跡』
95.(財 )かながわ考古学財団『宮ヶ瀬遺跡群 X』

1998年

論 文
1.上敷領 久「国分寺市光町遺跡出土の槍先形尖頭器」『東京考古』第16号,52-56頁,東京考古談話会
2.小池 聡「相模野の有樋尖頭器 一月見野遺跡群上野遺跡第10地′点資料とその他の出土例から一」r神奈川考古』第34号,25-48頁 ,

神奈川考古同人会

3.榊 剛史「変形論の意義と適用範囲」『1日石器考古学』56,61-67頁 ,旧石器文化談話会
4.島 田和高「中部 日本南部における旧石器地域社会の一様相 一砂川期における地区の成り立ちと地域の構造一」『駿台史学』第102号 ,

1-49頁 ,駿台史学会
5.島立 桂『西上総地方における槍先形尖頭器について」『 (財 )君津都市文化財センター研究紀要』Ⅷ, 1-20頁,(財 )君津都市文

化財センター

6.田村 隆「移行の論理 一石器群のデザイン分析と文化=社会理論―」『先史考古学論集』第 7集, 1-48頁,安斎正人
7.富樫孝志「旧石器時代における遺跡形成過程 ―高見丘Ⅲ遺跡エリア 1の解釈―J『静岡県考古学研究』第30号, 3-20頁 ,静岡県
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考古学会

8.長崎 治「野辺山地域のナイフ形石器群における尖頭器組成の意味 一三沢遺跡と柏垂遺跡の比較を通して一J『長野県考古学会誌』
第86号,63-74頁 ,長野県考古学会

9.山原敏朗「北海道の旧石器時代終末期についての覚書」『北海道考古学」第34輯,77-92頁 ,北海道考古学会
10.吉井雅勇「新潟県における北方系細石刃石器群について」『新潟考古学談話会会報』第19号,14-23頁 ,新潟考古学談話会
報告・資料紹介

東日本

11.阿部祥人ほか『上野A遺跡発掘調査概報J,慶應義塾大学考古民俗学研究室
12.板橋区遺跡調査会『志村坂上遺跡 J地 .点発掘調査報告書』
13.宇井義典『《資料紹介》南原遺跡表採資料」『千葉文華J第 33号 ,60-01頁,千葉県文化財保護協会
14.海老原郁雄「高原山中の遺跡群 (続々)」 『峰考古―宇都宮大学考古学研究会会誌―』第13号,27-36頁 ,宇都宮大学考古学研究会
15.大胡町教育委員会『横沢向田遺跡 堀越丁二本松遺跡 横沢向山遺跡 茂木二本松遺跡J
16.小熊博史ほか「佐渡島における縄文時代草創期の遺物J『新潟考古』第 9号,133-149頁 ,新潟県考古学会
17.大宮市遺跡調査会『中川貝塚 ―第 3次調査―』
10。 木更津市立金鈴塚遺物保存館『企画展 石がもたらした文化 一石を利用した文化を採る一」
19.久我山 2丁 目住宅遺跡発掘調査団『東京都杉並区 前山遺跡」
20.御殿山遺跡調査団『御殿山遺跡 第 2地区 J地点」
21.(財 )茨城県教育財団『北関東自動車道 (友部～水戸)建設事業地内埋蔵文化財調査報告書 矢倉遺跡・後口原遺跡』
22.(財 )茨城県教育財団『一般国道 6号線東水戸道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書Ⅳ 三反田下高井遺跡J
23.(財 )茨城県教育財団『北関東自動車道 (友部～水戸)建設事業地内埋蔵文化財調査報告書H 大作遺跡・大畑遺跡』
24。 (財)印施都市文化財センター『千葉県佐倉市 宮内井戸作遺跡 ― (仮称)ち ばリサーチパーク開発事業予定地内埋蔵文化財調査

(2)―』
25.(財 )君津都市文化財センター『一千葉県袖ケ浦市― 百々日本BoC。 清水頭・清水沢遺跡」
26.(財 )君津郡市文化財センター『一千葉県袖ケ浦市― 谷ノ台遺跡発掘調査報告書」
27.(財 )静岡県埋蔵文化財調査研究所『桧林A遺跡』
20.(財 )千葉県文化財センター『市原市武士遺跡 2 -福増浄水場埋蔵文化財目査報告書―」
29.(財 )千葉県文化財センター「千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書Ⅲ ―白井町一本桜南遺跡―」
30.(財 )千葉県文化財センター『千葉東金道路 (二期)埋蔵文化財調査報告書 2」
31。 (財)千葉県文化財センター「下総町名木大台遺跡 ―主要地方道成田下総線建設に伴う埋蔵文化財調査報告書Ⅵ―」
32.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 先行調査報告 9」
33.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡J
34.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 一No245・ 341遺跡一」
35。 (財)東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 一No27遺跡― IJ
36.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 一No924遺跡―J
37.(財 )ひ たちなか市文化・スポーツ振興公社『武田石高遣跡 旧石器・縄文・弥生時代編 (第 1分冊)J
38.(財 )山形県埋蔵文化財センター『山居遺跡発掘調査報告書』
39.佐藤禎宏「八幡町八森遺跡桑園地区出土の旧石器略報」『山形考古』第 6巻第 2号,61-70頁 ,山形考古学会
40.鈴木 隆「月山沢 J遺跡出土石器群の分析」『山形考古』第 6巻第 2号,10-42頁 ,山形考古学会
41.千駄ヶ谷五丁目遺跡調査会『千駄ヶ谷五丁目遺跡 2次調査報告書』
42.袖ケ浦市教育委員会ほか『―千葉県袖ケ浦市― 山王台遺跡 。下向山遺跡 ―平成 9年度袖ケ浦市不特定遺跡調査報告書―」
43.利部 修「秋田県岩瀬遺跡における草創期の石器群」リリ島の考古学 ―渡辺 誠先生還暦記念論集一J,33-51頁 ,渡辺 誠先生還

暦記念論集刊行会

44.都内遺跡調査会『坂上遺跡」
45.都立学校遺跡調査会『岡本前耕地遺跡』
46.長野県立歴史館「館蔵考古資料紹介 2 佐久市下茂内遺跡の先土器時代資料 一槍先形尖頭器製作跡の接合資料の紹介一」r長野県

立歴史館たより』1998年春号 Vol 14
47.新田康則「宮ノ脇遺跡の縄文時代草創期資料 ―島田克永収蔵資料の紹介その 2-」 r越佐補遺些』第 3号,16-17頁 ,越佐補遺些

の会

48.八王子市美山町赤根遺跡発掘調査団「美山町赤根遺跡J
49.町田市木曽森野遺跡調査会『木曽森野遺跡 V』
50.宮川村教育委員会『宮ノ前遺跡発掘調査報告書 国道360号線新設改良工事に伴う埋蔵文化財調査報告書J
51.武蔵野市教育委員会 F平成 8年度 武蔵野市埋蔵文化財調査報告書 東京都井の頭遺跡遺跡群』
52.目 黒区大橋遺跡調査会『大橋遺跡 下巻』
53.森鳴 稔ほか r唐沢 B遺跡 後期旧石器時代末から縄文時代草創期にかけての移行期の石器群』,千曲川水系古代文化研究所
54.大和市No205遺跡発掘調査団『神奈川県大和市月見野遺跡群上野遺跡第11地点発掘調査報告書J
シンポジウム・特集

55.白石浩之「やりの史観 一石槍の意味するもの一」r第 6回岩宿フォーラム/シ ンポジウム 武井遺跡と北関東の槍先形尖頭器文化
予稿集』, 2-10頁 ,笠懸町教育委員会ほか

56.麻生敏隆「『武井遺跡と北関東の槍先形尖頭器文化Jを考えるにあたって」『第 6回岩宿フォーラム/シ ンポジウム 武井遺跡と北関
東の槍先形尖頭器文化 予稿集』,12頁 ,笠懸町教育委員会ほか

57.島田和高「武井遺跡をめぐる槍先形尖頭器の研究」『第 6回岩宿フォーラム/シ ンポジウム 武井遺跡と北関東の槍先形尖頭器文化
予稿集』,13-18頁 ,笠懸町教育委員会ほか

58.加部二生「武井遺跡の調査概要 ―新里村教育委員会の調査を中心として一」『第 6回岩宿フォーラム/シ ンポジウム 武井遺跡と
北関東の槍先形尖頭器文化 予稿集J,19-26頁 ,笠懸町教育委員会ほか
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59.阿久澤智和「峯岸地点 (第 H調査)出上の石器群」『第 6回岩宿フォーラム/シ ンポジウム 武井遺跡と北関東の槍先形尖頭器文化
予稿集』,27-34頁 ,笠懸町教育委員会ほか

60.麻生敏隆「群馬県における槍先形尖頭器の様相」『第 6回岩宿フォーラム/シ ンポジウム 武井遺跡と北関東の槍先形尖頭器文化
予稿集』,36-39頁 ,笠懸町教育委員会ほか

61.芹澤清八「栃木県における槍先形尖頭器の様相」『第 6回岩宿フォーラム/シ ンポジウム 武井遺跡と北関東の槍先形尖頭器文化
予稿集J,40-46頁 ,笠懸町教育委員会ほか

62.窪田恵―「茨城県における槍先形尖頭器の様相」『第 6回岩宿フォーラム/シ ンポジウム 武井遺跡と北関東の槍先形尖頭器文化
予稿集』,47-48頁 ,笠懸町教育委員会ほか

63.大工原 豊「武井遺跡の槍先形尖頭器石器群の行動型 ―武井 H前後の石器群との比較から想定される行動型―」『第 6回岩宿フォ
ーラム/シ ンポジウム 武井遺跡と北関東の槍先形尖頭器文化 予稿集J,50-54頁 ,笠懸町教育委員会ほか

64.須藤隆司「なぜ武井遺跡は大規模な製作遺跡なのか」『第 6回岩宿フォーラム/シ ンポジウム 武井遺跡と北関東の槍先形尖頭器文
化 予稿集』,55-56頁 ,笠懸町教育委員会ほか

65.窪田恵―「二子塚遺跡」『第 5回石器文化研究交流会 ―発表要旨―J, 1-5頁 ,石器文化研究会ほか
66.出 居 博「上林遺跡」r第 5回石器文化研究交流会 一発表要旨―J, 6-11頁 ,石器文化研究会ほか
67.麻生敏隆「白井遺跡群白井北中道遺跡」『第 5回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,20-23頁 ,石器文化研究会ほか
68.田代 治「中川貝塚」r第 5回石器文化研究交流会 ―発表要旨一』,30-33頁 ,石器文化研究会ほか
69.三原良文「坂下遺跡」『第 5回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,40-45頁 ,石器文化研究会ほか
70.麻生順司「田名向原NQ 4遺跡」『第 5回石器文化研究交流会 一発表要旨―』,46-52頁 ,石器文化研究会ほか
71.小池 聡「大和市Nα210遺跡」『第 5回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,53,58頁 ,石器文化研究会ほか
72.稲葉理恵ほか「百々目木 B遺跡」『第 5回石器文化研究交流会 ―発表要旨―ょ 59-64頁,石器文化研究会ほか
73.吉田直哉「大綱山田台遺跡群No 3遺跡」『第 5回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,65-70買,石器文化研究会ほか
74.安藤美保ほか「地域研究 栃木県南部における石材について」『第 5回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,72-88頁 ,石器文化

研究会ほか

75.小池 聡「「相模野台地の様相」についてのコメント ー尖頭器発生の問題を中心として一」『石器文化研究 6 AT降灰以降のナイ
フ形石器文化 ～関東地方におけるV～ Ⅳ下層段階石器群の検討～』, 8-10頁 ,石器文化研究会

単行本

76.岡村道雄ほか『シンポジウム [日 本の考古学]1 旧石器時代の考古学』,学生社
77.小林達雄ほか『シンポジウム [日 本の考古学]2 縄文時代の考古学』,学生社
78.笠懸野岩宿文化資料館『第24回企画展 槍 ―その起源と歴史を探る一』
79.岩宿フォーラム実行委員会『北関東の槍先形尖頭器 資料集』
補 遺
80。 (財 )千葉県文化財センター『千葉東南部ニュータウン19 -千葉市有吉北員塚 (旧石器 。縄文時代)―」

1999年

論 文
1.安蒜政雄・小菅将夫・島田和高「月見野遺跡群と槍先形尖頭器」『大和市史研究』第25号 , 1-30頁 ,大和市役所総務部情報資料室
2.岡本東三「神子柴文化をめぐる40年の軌跡 ―移行期をめ ぐるカオスー」『先史考古学研究J第 7号, 1-22頁 ,阿佐ヶ谷先史学研

究会

3.国武貞克「石材消費と石器製作、廃棄による遺跡の類別」『考古学研究』第46巻第 3号,35-55頁 ,考古学研究会
4.栗島義明「神子柴文化の系統問題 ―ニーナ論文に寄せて一」『土曜考古』第23号,157-170頁 ,土曜考古学研究会
5。 日中裕子「関東西南部における尖頭器文化成立についての一考察」『石器に学ぶ』第 2号,29-62頁,石器に学ぶ会
6.寺崎康史「北海道細石刃石器群理解への一試論」『先史考古学論集』第 8集,71-88頁 ,安斎正人
7.寺崎康史・山原敏朗「地域研究50年の成果と展望 北海道地方J『 1日石器考古学』58,3-10頁 ,旧石器文化談話会
8.西村ふみ「相模野台地南部の遺跡立地論―先土器時代末期から縄文時代草創期にかけて一」『石器に学ぶ』第 2号,105-134頁 ,石

器に学ぶ会

報告・資料紹介

北海道

9.帯広市教育委員会『帯広・落合遺跡 2 -道道 3・ 3・ 8弥生通道路改良工事事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』
10.下 川町教育委員会『西町遺跡』

東日本

11.大平山元 I遺跡発掘調査団 r青森県東津軽郡蟹田町大平山元 I遺跡発掘調査報告書 -1998年 発掘調査―』
12.川 口武彦「岩井市北前遺跡出土石器集中地点の再評価」『石器に学ぶ』第 2号,13-28頁 ,石器に学ぶ会
13.小平市遺跡調査会『鈴木遺跡一回田町325番地地′点―』
14.(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター『峠山牧場 I遺跡A地区発掘調査報告書 東北横断自動車道秋田線関連遺跡発掘調

査』

15。 (財)か ながわ考古学財団『三ノ宮・下谷戸遺跡 (No14)I 第一東海自動車道 (東名高速道路)厚木～大井松日間拡幅工事に伴う
調査報告13 -伊勢原市内一』

16.(財)香取都市文化財センター『栗山川流域遺跡群・島ノ問遺跡」
17.(財)香取郡市文化財センター『杉内遺跡』
10。 (財 )君津郡市文化財センター『一千葉県袖ケ浦市― 赤坂台遺跡 ―送電線建設工事に伴う埋蔵文化財調査報告書―』
19。 (財 )君津都市文化財センター『一千葉県袖ケ浦市― 西久保下遺跡 一携帯電話用無線基地局建設に伴う埋蔵文化財調査―』
20。 (財 )君津都市文化財センター『千葉県袖ケ浦市 西原遺跡H ―ほ場整備事業 (県営担い手)浮戸川上流 H期地区埋蔵文化財調査

21。 (財)君津都市文化財センター『一千葉県袖ケ浦市― 雷塚遺跡」
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22。 (財)君津郡市文化財センター『―千葉県木更津市― 林遺跡Ⅲ 社会福祉法人みづき会施設建設に伴う埋蔵文化財調査報告書」
23。 (財)君津都市文化財センター『君津郡市文化財センター 年報N。16 -平成 9年度―』
24。 (財)山武都市文化財センター r鷺山入遺跡」
25。 (財)千葉県文化財センター『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書Ⅷ 石頭第 2遺跡 (C N612)野 口塚群 (C N203)割野

遺跡 (C N710)別所新日第 2遺跡 (C N619)谷田木曽地遺跡 (C N411)荒ク遺跡 (320-001)庚 申塚 (C N506)
自井第 6塚 (C N106) 復山谷西遺跡 (C N100) 鹿黒南遺跡 (C N622) 泉南遺跡 (C N621)」

26。 (財)千葉県文化財センター『矢那川ダム埋蔵文化財調査報告書 2 -木更津市久野遺跡―」
27。 (財 )千葉県文化財センター r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ ―東峰西笠峰遺跡 (空港L63遺跡)一」
20。 (財 )千葉県文化財センター『千葉東南部ニュータウン21 -千葉市有吉遺跡 (第 4次)。 高沢古墳群―J
29。 (財 )千葉県文化財センター『主要地方道千葉籠ヶ崎線埋蔵文化財調査報告書」
30.(財 )千葉県文化財センター r四街道市出口・鐘塚遺跡 ―物井地区埋蔵文化財発掘調査報告書 H―」
31.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 一No72・ 795・ 796遺跡―』
32.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 一No107遺跡―』
33.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 一No125遺跡―』
34。 (財)東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 一Nol13・ 115遺跡―』
35。 (財)山形県埋蔵文化財センター『高松 H l■ 遺跡発掘調査報告書』
36.志村坂上遺跡 (H地点)調査会 r志村坂上遺跡H地点発掘調査報告書』
37.世田谷区教育委員会『祖師谷大道北遺跡 H』
38.都営川越道住宅遺跡調査会『武蔵台遺跡ⅢJ
39.西国分寺地区遺跡調査会『武蔵国分寺跡北方地区日影山遺跡 。東山道武蔵道』
40.武蔵野市教育委員会『吉祥寺南 1丁 目遺跡 J地点』
41.大和市教育委員会『大和市Nα 210遺跡 ―神奈川県大和市つる舞の里歴史資料館建設用地内地点の発掘調査―J
42.吉朝則富「飛騨湯ヶ峰下呂石原産地における大型尖頭器製作址について」『長野県考古学会誌」第89号,68-69頁 ,長野県考古学会
シンポジウム・特集

43.氏家敏之「中国・四国地方」『石器文化研究 7 岩宿発掘50周年記念 日本旧石器時代研究50年 と今後の展望』,71-80頁 ,石器文化
研究会

44.大竹憲昭「中部高地地方」『石器文化研究 7 岩宿発掘50周年記念 日本旧石器時代研究50年 と今後の展望』,29-38頁,石器文化研
究会

45.亀田直美「ナイフ形石器文化後半」『石器文化研究 7 岩宿発掘50周年記念 日本旧石器時代研究50年 と今後の展望』,115-128頁 ,
石器文化研究会

46.白石浩之「旧石器時代研究の論争とその意義 一石槍の出現を中′心として一J『石器文化研究 7 岩宿発掘50周年記念 日本旧石器
時代研究50年 と今後の展望』,277-288頁 ,石器文化研究会

47.諏訪間 順「関東地方」『石器文化研究 7 岩宿発掘50周年記念 日本旧石器時代研究50年 と今後の展望』,21-28頁 ,石器文化研究
会

48.高倉純・中沢祐一「北海道地方 ―旧石器時代石器群研究の課題―」『石器文化研究 7 岩宿発掘50周年記念 日本旧石器時代研究
50年 と今後の展望』, 1-10頁 ,石器文化研究会

49.富樫孝志「東海地方」『石器文化研究 7 岩宿発掘50周年記念 日本旧石器時代研究50年 と今後の展望』,49-60頁 ,石器文化研究会
50。 西井幸雄「尖頭器文化」『石器文化研究 7 岩宿発掘50周年記念 日本旧石器時代研究50年 と今後の展望』,129-140頁 =石器文化研

究会

51.萩原博文「九州地方」『石器文化研究 7 岩宿発掘50周年記念 日本旧石器時代研究50年 と今後の展望』,81-90頁 ,石器文化研究会
52.麻柄一志「北陸地方」『石器文化研究 7 岩宿発掘50周年記念 日本旧石器時代研究50年 と今後の展望」,39-48頁 ,石器文化研究会
53.山 口卓也「近畿地方」『石器文化研究 7 岩宿発掘50周年記念 日本旧石器時代研究50年 と今後の展望』,61-70頁 ,石器文化研究会
54.山 田晃弘「東北地方」F石器文化研究 7 岩宿発掘50周年記念 日本旧石器時代研究50年 と今後の展望』,11-20頁 ,石器文化研究会
55.細野高伯「小暮東新山遺跡」『第 6回石器文化研究交流会 ―発表要旨―J, 1-4頁 ,石器文化研究会ほか
56。 稲葉理恵ほか「美生遺跡群」『第 6回石器文化研究交流会 ―発表要旨―J,15-20頁 ,石器文化研究会ほか
57.麻生順司「(仮)大和配水池内遺跡」「第 6回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,36-40頁 ,石器文化研究会ほか
58.峰 治ほか「福田丙ニノ区遺跡J「第 6回石器文化研究交流会 一発表要旨―」,41-46頁 ,石器文化研究会ほか
59。 前嶋秀張「上ノ池遺跡」r第 6回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,53-56頁 ,石器文化研究会ほか
60.麻生敏隆ほか「地域研究 群馬県における時期区分 とそれぞれの問題点についてJF第 6回石器文化研究交流会 ―発表要旨―』,

57-67頁 , 石器文化研究会ほか
61.小菅将夫「岩宿遺跡への道程」「岩宿遺跡発掘50周年記念特別企画展③/第 28回企画展 岩宿遺跡発掘50年の足跡』, 1-2頁 ,笠懸

野岩宿文化資料館

62.萩谷千明「岩宿遺跡の調査と遺跡の実像」F岩宿遺跡発掘50周年記念特別企画展③/第 28回企画展 岩宿遺跡発掘50年の足跡』, 3-
7頁,笠懸野岩宿文化資料館

63.小菅将夫「岩宿時代研究の足跡」『岩宿遺跡発掘50周年記念特別企画展③/第 28回企画展 岩宿遺跡発掘50年の足跡』, 8-20頁 ,笠
懸野岩宿文化資料館

64.小菅将夫「精神生活」『岩宿遺跡発掘50周年記念特別企画展③/第 28回企画展 岩宿遺跡発掘50年の足跡』,21-22頁,笠懸野岩宿文
化資料館

65.寺崎康史「北海道における最新の発見について」『岩宿遺跡発掘50周年記念特別企画展③/第 28回企画展 岩宿遺跡発掘50年の足跡』,
23-28頁,笠懸野岩宿文化資料館

66.小菅将夫「石器群の編年研究」『岩宿遺跡発掘50周年記念特別企画展③/第 28回企画展 岩宿遺跡発掘50年の足跡』,29-31頁 ,笠懸
野岩宿文化資料館

67.高尾好之「愛鷹山麓・箱根西麓のローム層と出土石器群J『岩宿遺跡発掘50周年記念特別企画展③/第 28回企画展 岩宿遺跡発掘50
年の足跡』,32-46頁 ,笠懸野岩宿文化資料館

-300-―



第 3節 文献 目録

68.萩谷千明「岩宿時代の終焉J『岩宿遺跡発掘50周年記念特別企画展③/第 28回企画展 岩宿遺跡発掘50年の足跡』,47-48頁 ,笠懸野
岩宿文化資料館

69.宮田栄二「鹿児島における岩宿時代の終焉」F岩宿遺跡発掘50周年記念特別企画展③/第 28回企画展 岩宿遺跡発掘50年の足跡』,49
-54頁 ,笠懸野岩宿文化資料館

70。 小菅将夫ほか「石器石材と石器製作」『岩宿遺跡発掘50周年記念特別企画展③/第 28回企画展 岩宿遺跡発掘50年の足跡』,55-57頁 ,

笠懸野岩宿文化資料館

71.佐藤良二「二上山原産地遺跡群と瀬戸内技法」『岩宿遺跡発掘50周年記念特別企画展③/第 28回企画展 岩宿遺跡発掘50年の足跡』,
58-72頁,笠懸野岩宿文化資料館

72.小菅将夫「岩宿時代の生活と社会」『岩宿遺跡発掘50周年記念特月U企画展③/第 28回企画展 岩宿遺跡発掘50年の足跡』,73-77頁 ,

笠懸野岩宿文化資料館

73.細野高伯「群馬県小暮東新山遺跡のイエJ『岩宿遺跡発掘50周年記念特男U企画展③/第 28回企画展 岩宿遺跡発掘50年の足跡』,78-
86頁,笠懸野岩宿文化資料館

74.安蒜政雄「日本旧石器時代研究50年の歩み」『岩宿遺跡発掘50周年記念特別企画展③/第 28回企画展 岩宿遺跡発掘50年の足跡』,87
-94頁 ,笠懸野岩宿文化資料館

単行本

75。 流山市立博物館『館蔵品図録 H』

76。 八千代市歴史民俗資料館『平成11年度第 2回企画展 赤土の中の文化 ～八千代市域の旧石器時代～J

2000年

論 文
1.石井浩幸「弓張平 B遺跡 (第 2文化層)出上の有舌尖頭器石器群の検討 H」 「山形考古』第 6巻第 4号,63-78頁 ,山形考古学会
2.近藤尚義「尖頭器の剥離面に残された「痕跡」について 一長野県佐久市下茂内遺跡出土資料から一」『長野県立歴史館研究紀要』

第 6号,13-24頁 ,長野県立歴史館
3.榊 剛史「樋状剥離尖頭器の変形 一大平山元遺跡の樋状剥離尖頭器―」『1日石器考古学』59,1-17頁 ,旧石器文化談話会
4.榊 剛史「両面調整尖頭器の変遷観 ―相模野台地における検討―J『専修考古学」第 8号,25-49頁 ,専修大学考古学会
5.鈴木 隆「宮城県出土尖頭器の研究」『山形考古』第 6巻第 4号,42-62頁 ,山形考古学会
6.田村 隆「木苅峠再訪 ―房総半島小型石槍の変遷―」「千葉県史研究J第 0号 ,28-57頁,千葉県
報告・資料紹介

東日本

7.窪田恵―「権現平古墳群出土の旧石器時代資料の再検討 ―霞ヶ浦周辺の槍先形尖頭器石器群の一様相―」『玉里村立史料館報』第
5巻 (開館 5周年記念号),124-138頁 ,玉里村立史料館

8.小林 弘「新発田市田家池ノ平遺跡採集の旧石器 (2)」 『北越考古学』第11号,49-61頁 ,北越考古学研究会
9。 (財)君津郡市文化財センター『一千葉県木更津市― 山王台遺跡 。内屋敷遺跡 ―市道145号線改良工事に伴う埋蔵文化財調査一」
10。 (財 )君津郡市文化財センター『一千葉県袖ケ浦市― 正源戸 B遺跡 。子者清水遺跡 ―市道代宿横田線Ⅲ期建設工事に伴う埋蔵文

化財調査―」

11.(財)君津郡市文化財センター『一千葉県袖ケ浦市― 上用瀬遣跡Ⅱ ― (仮称)カ ントリーファーム・ ドイツ村開発に伴う埋蔵文
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17.(財 )東京都埋蔵文化財センター『多摩ニュータウン遺跡 (第 88集 )』
18.(財 )長野県文化振興事業団ほか『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書15 -信 濃町内 その 1- 日向林 B遺跡 日向林A

遺跡 七ツ栗遺跡 大平B遺跡 旧石器時代』
19。 (財)長野県文化振興事業団ほか『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書16 -信濃町内 その 2- 星光山荘A・ 星光山荘B

・西岡A・ 貫ノ木・上ノ原・大久保南・東裏・裏ノ山・針ノ木・大平 B。 日向林A・ 日向林 B・ 七ツ栗・普光田 縄文時代
～近世』

20.玉里村立史料館『平成12年度参考展示「遺跡発掘出土品展 玉里の旧石器」」
21.中 台畠中遺跡調査会『中台畠中遺跡発掘調査報告書」
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討』,11-42頁 ,石器文化研究会

26.吉 田 望「相模野台地南部」『石器文化研究 8 シンポジウム砂川 ―その石器群と地域性― 資料集成 南関東各地域の基礎的検
討』,43-85頁,石器文化研究会
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31.宮本雅通「大宮台地の様相」『石器文化研究 8 シンポジウム砂川 ―その石器群 と地域性― 資料集成 南関東各地域の基礎的検
討』,187-215頁 ,石器文化研究会

32.野口 淳「武蔵野台地 :目 黒川以西」『石器文化研究 8 シンポジウム砂川 ―その石器群と地域性一 資料集成 南関東各地域の
基礎的検討』,217-237頁 ,石器文化研究会

33.米田 寛「武蔵野台地北東部における「砂川期」石器群 ―白子川流域を中心に一J『石器文化研究 8 シンポジウム砂川 一その
石器群と地域性― 資料集成 南関東各地域の基礎的検討』,239-252頁 ,石器文化研究会
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川 ―その石器群と地域性― 予稿集』,209-234頁 ,石器文化研究会

46.国武貞克「石材消費からみた領域 ―台地外石材による遺跡連鎖を標識として一」『石器文化研究 9 シンポジウム砂川 ―その石
器群と地域性一 予稿集J,235-261頁 ,石器文化研究会

47.窪田恵―「武蔵野台地における「砂川」の様相J『石器文化研究 9 シンポジウム砂川 ―その石器群と地域性― 予稿集』,263-
270頁 ,石器文化研究会

48.加藤勝仁「相模野台地の様相」『石器文化研究 9 シンポジウム砂川 ―その石器群と地域性― 予稿集」,271-276頁 ,石器文化研
究会

49.鈴木美保「後期旧石器時代後半期の行動論的理解に向けて 一ナイフ形石器文化の中の「砂川」―」『石器文化研究 9 シンポジウ
ム砂川 ―その石器群と地域性― 予稿集』,277-289頁 ,石器文化研究会

50.亀田直美「列島のなかの「砂川」 ―「砂川」の特異性の抽出に向けて一」r石器文化研究 9 シンポジウム砂川 ―その石器群と
地域性― 予稿集』,291-302頁 ,石器文化研究会
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51.千葉県『千葉県の歴史 資料編考古 1(旧石器・縄文時代 )』
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53.飛騨考古学会『下呂石物語』
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―-302-―



第 3節 文献 目録

2.文 献 目録 B(黒 曜石 原 産 地 研 究 文献 目録 )

1948年

1.渡辺 仁「北海道の黒耀石石鏃」『人類学雑誌』第60巻第 1号, 日本人類学会

1950年

1.河野義礼「本邦産瑠璃質岩石の研究」F地質調査所報告』134,1-29頁 ,工業技術院地質調査所

1962年

1.増田和彦「本邦産黒曜石の品子形態と考古学の応用に就いて」『上野遺跡』,87-99頁 ,津南町教育委員会

1965年

1.勝井義雄ほか「黒曜石の水和層測定による石器群の年代決定」r北海道考古学』第 1輯, 1-18頁,北海道考古学会
2. Katsui,Y.and Y Kondo Dating of Stone implements by using hydration layer of obsidian iⅢ .メο%ク .6診οノ 6ンqg″ ,θα

45-60頁

1967年

1.伊藤玄三「蛍光X線分析の考古学的応用」『考古学ジャーナル』第10号 ,13-16頁 ,ニ ュー・サイエンス社
2.島 誠「フィッショントラックによる年代測定法」『第四紀研究』第 6巻第 4号,134-140頁 , 日本第四紀学会

1969年

1.鈴木正男「フィッション・ トラック法による曽根遺跡出土の黒曜石片の原産地推定」『考古学ジャーナル』第36号,12-15頁,ニ ュ
ー・サイエンス社

2.鈴木正男「フィッション・ トラック法による黒曜石の噴出年代とウラン濃度の測定 (第 1報) 一石器時代黒曜石製石器の原産地推
定に関する基礎的研究―」『第四紀研究』第 8巻第 4号,123-130頁 , 日本第四紀学会

3. Vヽatanabe, N and M Suzuki Fission track dating of archaeological glass materials from Japan. No″ %ら Vol.222,1057-

1058ラミ

1970年

1. M Suzuki Fission Track Ages and Uraniurn Contents of Obsidians.2′ メο%″,α′げ 滋ι4π厖/apο′q″
“
′sο c・ ig″ げ N:″ο%

Vol.78,N。 .1, 50-58頁

2.鈴木正男「フィッション・ トラック法による黒曜石の噴出年代とウラン濃度の測定 (第 2報) 一本州中部・伊豆諸島産出の黒曜石
について一」『第四紀研究』第 9巻第 4号, 1-6頁 , 日本第四紀学会

3.西村 進「Fission― track法による古代遺物の年代決定について 一特に試料の問題―」『考古学と自然科学』第 3号,16-21頁 ,
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2. M.Suzuki Chron01ogy of Prehiゞ oric Human Activity in KantO,Japan.Part I:Framework for Reconstructing Prehistoric

Hurnan Act市 ity in Obsidian力π″α′げ ″′fb“′″げ &″η
“
,Tみι Uπ

=″
恣グ″げ ありο,Sec.v,Ⅳ ,Part3, 241-318

頁

3.鶴丸俊明「黒曜石の原産地推定と水和層測定 ―東吹上遺跡をめぐる若千の問題」『東吹上遺跡』,60-62頁
4.鶴丸俊明ほか「伊豆諸島出土の黒曜石に関する原産地推定とその問題」r文化財の保護J第 5号,147-158頁 ,東京都教育委員会

1974年
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3.藁科哲男ほか「嵐山 2遺跡出土の黒曜石遺物の石材産地分析」『鷹栖町嵐山 2遺跡 ―北海道縦貫自動車道埋蔵文化財発掘調査報告

書―J,127-138頁 ,(財)北海道埋蔵文化財センター
4.近堂祐弘「黒曜石製石器の水和層年代」r東麓郷 1・ 2遺跡J,109頁,北海道富良野市教育委員会
5。 田村 隆ほか『千葉県文化財センター研究紀要11 自然科学の手法による遺跡=遺物の研究 5 -先土器時代の石器石材の研究―」,

(財)千葉県文化財センター

1900年

1.金山喜昭「文化財としての黒曜石」 r月 刊文化財』298号,13-23頁 ,文化庁
2.興水達司「石川 1遺跡出土黒曜石片の年代と原産地」F函館市石川 1遺跡 ―一般国道 5号函館新道道路改良工事用地内埋蔵文化財

発掘調査報告書―』,261-264頁 ,(財)北海道埋蔵文化財センター
3.高橋 豊ほか「愛鷹ローム層上部層出土黒曜石の原石産地」『考古学と自然科学』第20号,93-103頁 , 日本文化財科学会
4.二宮修治ほか「月見野遺跡群上野遺跡第 1地点出土黒曜石石器の原産地推定」『大和のあけぼのH ―上和田城山遺跡・上野遺跡出

土品の神奈川県指定重要文化財指定記念集―』,137-154頁 ,大和市教育委員会
5.藁科哲男ほか「新道 4遺跡出土の黒曜石遺物の石材産地分析」『木古内町新道 4遺跡 ―津軽海峡線 (北海道方)建設工事埋蔵文化

財発掘調査報告書 (5)J,121-126頁 ,(財 )北海道埋蔵文化財センター
6.藁科哲男ほか「日進 2遺跡出土の黒曜石遺物の石材産地分析」『名寄市日進 2遺跡 。日進31遺跡J,69-82頁 ,名寄市教育委員会
7.藁科哲男ほか「石器原材の産地分析」『鎌木義昌先生古希記念論集 考古学と関連科学』,447-491頁 ,鎌木義昌先生古希記念論集

刊行会

1989年

1.二宮修治「黒曜石石器の原産地推定」『函南スプリングスゴルフ場用地内埋蔵文化財発掘調査報告書 I』 ,函南町教育委員会

1990年

1.網干 守ほか「微量成分元素存在量 ―クラスターによる遺跡出土黒曜石石器の原産地推定 ―関東地方および隣接地について一」
『日本文化財科学会第 7回大会研究発表要旨集』, 日本文化財科学会

-306-



第 3節 文献 目録

2.岡村道雄「原産地遺跡における諸問題」『考古学ジャーナル』第316号,27-32頁 ,ニュー・サイエンス社
3.岡村道雄『日本旧石器時代史』,雄山閣出版
4.金山喜昭「姶良TN火 山灰降下期における黒曜石石器群」『國學院大學考古学資料館紀要』第 6輯, 1-15頁 ,國學院大學考古学資

料館

5.杉浦重信「北海道における黒曜石の交易について」『古代文化』第42巻第10号, 3-13頁 ,(財 )古代學協會
6.鈴木正男「三沢遺跡の黒曜石の分析」『佐久考古通信』NQ50,18-19頁 ,佐久考古学会
7.石器文化研究会「石材の変遷J『石器文化研究 2 第 2回研究討論会 AT降 灰以前の石器文化 PART HJ,45-52頁 ,石器文化

研究会

8.高橋 豊ほか「愛鷹ローム層出土黒曜石の原石産地」『日本文化財科学会第 7回大会研究発表要旨集」, 日本文化財科学会
9.三沢遺跡発掘調査団 (堤 隆)「三沢遺跡の黒曜石の分析について」『佐久考古通信』No50,18頁 ,佐久考古学会
10.藁科哲男ほか「石器原材の産地分析」『日本文化財科学会第 7回大会研究発表要旨集』, 日本文化財科学会

1991年

1.安蒜政雄「黒耀石原産地の遺跡群の性格」『長野県小県郡長門町 鷹山遺跡群 HJ,118-126頁 ,長門町教育委員会ほか
2.大沢具澄ほか『黒曜石の化学組成 ―遺跡出土黒曜石石器の原産地推定の基礎 として一 (課題番号 01470033)』 ,平成 2年度科学研

究費補助金 (一般研究B)研究成果報告書
3.網干 守ほか「中部・関東・東北地方の黒曜石の諸種微量成分元素存在量 ―遺跡出土黒曜石石器の原産地推定の基礎的研究として

一」『黒曜石の化学組成 ―遺跡出土黒曜石石器の原産地推定の基礎として一 (課題番号 01470033)』 , 5-33頁 ,平成 2年
度科学研究費補助金 (一般研究B)研究成果報告書

4.角 張淳―「黒曜石原産地遺跡と消費地遺跡のダイナミズム ー後期旧石器時代石器群の行動論的理解―」『先史考古学論集』第 1集 ,
25-82頁,安斉正人

5.二宮修治ほか「北海道地方の黒曜石の諸種微量成分元素存在量 ―遺跡出土黒曜石石器の原産地推定の基礎的研究として一J『黒曜
石の化学組成 ―遺跡出土黒曜石石器の原産地推定の基礎として一 (課題番号 01470033)J,34-39頁 ,平成 2年度科学研
究費補助金 (一般研究B)研究成果報告書

6.二宮修治ほか「北部九州地方および隠岐の黒曜石の諸種微量成分元素存在量 ―遺跡出土黒曜石石器の原産地推定の基礎的研究とし
て一」『黒曜石の化学組成 一遺跡出土黒曜石石器の原産地推定の基礎 として一 (課題番号 01470033)』 ,40-53頁 ,平成 2
年度科学研究費補助金 (一般研究B)研究成果報告書

7.二宮修治ほか「微量成分元素存在量による原産地黒曜石の識別・分類と遺跡出土黒曜石石器の原産地推定への適用」『黒曜石の化学
組成 ―遺跡出土黒曜石石器の原産地推定の基礎 として一 (課題番号 01470033)』 ,54-69頁 ,平成 2年度科学研究費補助
金 (一般研究B)研究成果報告書

8.鈴木正男ほか「中ッ原第 5遺跡B地′点の黒曜石の分析」『中ッ原第 5遺跡B地点の研究』,202-205頁 ,八 ヶ岳旧石器研究グループ
9.鈴木正男ほか「王子ノ台遺跡出土黒曜石の分析 (中間報告)」 『東海大学校地内遺跡調査団報告 2J,39-43頁,東海大学校地内遺跡

調査委員会ほか

10.諏訪間 伸ほか「伊豆・箱根系黒曜石原産地について」『第 4回長野県旧石器文化研究交流会発表要旨』
11.山本 薫ほか「石材組成の変遷J『石器文化研究 3 シンポジウムAT降灰以前の石器文化 ―関東地方における変遷と列島内対比

―』,103-112頁 ,石器文化研究会
12.和 田村教育委員会『長野県黒耀石原産地遺跡分布調査報告書 H』
13.藁科哲男ほか「石器原材の産地分析」『日本文化財科学会第 8回大会研究発表要旨集J, 日本文化財科学会

1992年

1.金山喜昭「先史時代の黒曜石研究史」『法政考古学』第17集,51-71頁 ,法政考古学会
2.金 山喜昭「石材」『図解・日本の人類遺跡』,34-37頁 , 日本第四紀学会
3.近藤尚義「自然科学的分析からの年代観」『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 1 -佐久市内その 1- 下茂内遺跡』,235

頁,(財 )長野県埋蔵文化財センター (分析 ;鈴木正男・金山喜昭)
4.近堂祐弘ほか「U-6000形 日立顕微分光光度計の黒曜石水和層年代測定法への応用―新しい非破壊分析による石器の年代測定―」

The Hitachi Scientific lnttrument News, 35(3), 11-14頁

5.近藤祐弘ほか「顕微分光光度計の黒曜石水和層年代測定法へつ応用」「日本文化財科学会第 9回大会研究発表要旨集J, 日本文化財科
学会

6.鈴木正男ほか「黒曜石の分析」『大平山元H遺跡発掘調査報告書』,33-35頁 ,蟹田町教育委員会
7.須 田良平「東北 。中部の旧石器石材」F考古学ジャーナル』第345号,15-21頁 ,ニュー・サイエンス社
8.田村 隆「石材についての諸問題 ―特に関東地方の石材採取戦略について一」『考古学ジャーナル」第345号 , 2-7頁 ,ニ ユー 。

サイエンス社

9.田村 隆「遠い山・黒い石 ―武蔵野 H期石器群の社会生態学的―考察―」『先史考古学論集」第 2集, 1-46頁,安斉正人
10.長沼 孝「北海道の旧石器石材J『考古学ジャーナル』第345号, 8-14頁 ,ニュー・サイエンス社
11.山下秀樹「近畿・東海の旧石器石材」『考古学ジャーナルJ第 345号,22-27頁 ,ニュー・サイエンス社
12.山本 薫ほか「石材組成の変遷」『石器文化研究 4 記録・論評・回答集 シンポジウムAT降灰以前の石器文化 一関東地方にお

ける変遷と列島内対比―』,30-31頁 ,石器文化研究会
13.綿貫俊―「九州の旧石器石材」『考古学ジャーナル』第345号,28-33頁 ,ニュー・サイエンス社
14.藁科哲男ほか「新しく判明した黒曜石の産地」「郷土と科学』105,北 海道地学教育連絡会
15.藁科哲男ほか「石器原材の産地分析 (9)」 『日本文化財科学会第 9回大会研究発表要旨集』, 日本文化財科学会
16.藁科哲男「神奈川県下遺跡出土の黒曜石製遺物の石材産地分析 (向原、金沢文庫、代官山、寺尾、早川天神森、新戸、日名稲荷山、

栗原中丸遺跡)」 『向原遺跡H 県企業庁平塚配水池建設に伴う平塚市上吉沢所在遺跡の調査』,150-156頁 ,神奈川県立埋
蔵文化財センター
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附 章 資料・データ集

1993年

1.鈴木正男「黒曜石の分析」『長野県黒耀石原産地遺跡分布調査報告書 (和田峠・男女倉谷)Ⅲ』,203-217頁 ,和 田村教育委員会
2.鈴木正男「1.試料調査法,黒曜石年代測定法」『第四紀試料分析法』,65-66頁 ,東京大学出版会
3.高橋 豊ほか「静岡県富士川以東にみる先土器～縄文期黒曜石石器の原石産地」『日本文化財科学会第10回大会研究発表要旨集』, 日

本文化財科学会

4.二宮修治ほか「男女倉遺跡群詳細分布調査における黒曜石資料の原産地推定 ―機器中性子放射化分析による微量成分元素存在量か
らの検討―」『長野県黒耀石原産地遺跡分布調査報告書 (和田峠・男女倉谷)Ⅲ』,178-202頁 ,和 田村教育委員会

5.和 田村教育委員会『長野県黒耀石原産地遺跡分布調査報告書 (和 田峠 。男女倉谷)II』
6.藁科哲男「男女倉遺跡出土の黒曜石製遺物の石材産地分析」『長野県黒耀石原産地遺跡分布調査報告書 (和 田峠・男女倉谷)II』 ,

218-231頁 ,和 田村教育委員会
7.藁科哲男ほか「石器原材の産地分析 (10)」 『日本文化財科学会第10回大会研究発表要旨集』, 日本文化財科学会

1994年

1.池谷信之ほか「愛鷹南麓AT以下黒曜石製石器の原産地 ―土手上遺跡環状プロック群出土石器の原産地推定から一」『日本考古学
協会第60回総会研究発表要旨』, 8-11頁 , 日本考古学協会

2.一色直記「黒曜石 ―地質学者の視点から一」『日本文化財科学会第11回大会研究発表要旨集』, 日本文化財科学会
3.小田静夫「神津島産黒曜石の伝播」『日本文化財科学会第11回大会研究発表要旨集』, 日本文化財科学会
4.興水達司ほか「本州中部より出土の褐色黒曜石の原産地」『考古学ジャーナル』第379号,32-35頁 ,ニュー・サイエンス社
5。 小杉 康「黒耀石産出地における採掘活動の復元 ―長野県鷹山遺跡群の調査一」『日本文化財科学会第11回大会研究発表要旨集』,

日本文化財科学会

6.高橋 豊ほか「愛鷹山南麓・伊豆半島の先土器～縄文期遺跡群出土黒曜石遺物の原石産地」『日本文化財科学会第11回大会研究発表
要旨集』, 日本文化財科学会

7.田村 隆 r下総台地における石材の獲得」『瀬戸内技法とその時代J,199-207頁,中・四国旧石器文化談話会
8.堤 隆「浅間の黒曜石」「佐久考古通信』No62,佐久考古学会
9.土屋長久「浅間産黒曜石と生産遺跡」『佐久考古通信』No63,佐久考古学会
10.戸村健児ほか「放射化分析による沼津市土手上遺跡出土黒曜石産地推定」『第38回放射化学討論会講演予稿集』
11.戸村健児ほか「山梨県下三・三の縄文時代遺跡出土黒曜石石器の産地推定」『日本文化財科学会第11回大会研究発表要旨集』, 日本文

化財科学会

12.二宮修治ほか「和田峠及び周辺地域より産出する黒曜石の化学組成 一黒曜石原産地遺跡調査の基礎 として一」『日本文化財科学会
第11回大会研究発表要旨集』, 日本文化財科学会

13.二宮修治ほか「草刈六之台遺跡出土黒曜石の原産地推定 ―エネルギー分散型蛍光 X線分析を用いる非破壊測定による予備的調査―」
「千原台ニュータウンⅥ ―車刈六之台遺跡―」,155-177・ 870-877頁 ,(財 )千葉県文化財センター

14.望 月明彦ほか「遺跡内における黒曜石製石器の原産地分布について 一沼津市土手上遺跡BBV層 の原産地推定から一」『静岡県考古
学研究』26,1-24頁 ,静岡県考古学会

15.望 月明彦ほか「沼津市土手上遺跡出土の黒曜石の原産地推定J『 日本文化財科学会第11回大会研究発表要旨集』, 日本文化財科学会
16.山本 薫「縄文時代中期の中部・関東地方における黒曜石利用の空間的変異について」『日本文化財科学会第11回大会研究発表要旨

集」, 日本文化財科学会
17.藁科哲男ほか「百花台・百花台東遺跡出上のサヌカイト・黒耀石製遺物の原産地分析」『百花台東遺跡 ―雲仙・普賢岳北麓の後期

旧石器時代遺跡の調査―』,290-300頁 ,同志社大学文学部文化学科
18.藁科哲男ほか「石器原材の産地分析 (11)」 『日本文化財科学会第11回大会研究発表要旨集』, 日本文化財科学会

1995年

1.井上 巌「横田遺跡出土の黒曜石製石器の化学分析」r鶴 ヶ島市横田遺跡 首都圏中央連絡自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告』,
240-244頁 ,(財 )埼玉県埋蔵文化財調査事業団

2.小野 昭「石器石材研究と石材流通 (要旨)」 『第 3回岩宿フォーラム/シ ンポジウム予稿集 石器石材 ～北関東の原石とその流
通を中心として～』, 2-4頁 ,笠懸野岩宿文化資料館ほか

3.笠懸野岩宿文化資料館ほか『第 3回岩宿フォーラム/シ ンポジウム予稿集 石器石材 ～北関東の原石とその流通を中心として～』
4.金山喜昭「関東地方における黒曜石の利用と交流について」『第 3回岩宿フォーラム/シ ンポジウム予稿集 石器石材 ～北関東の

原石とその流通を中心として～』,59-62頁 ,笠懸野岩宿文化資料館ほか
5.絹川一徳「石器原石の獲得と石器生産」『考古学研究会40周年記念論集 展望考古学』,24-32頁 ,考古学研究会
6.近堂祐弘「帯広市南町 2遺跡出上の黒曜石剥片の水和層年代J『帯広・南町遺跡 ―土地区画整理事業に伴う南町 1・ 2・ 3遺跡の

埋蔵文化財発掘調査報告書―』,95-96頁 ,北海道帯広市教育委員会
7.高橋 豊「箱根西麓休場層出土黒曜石石器の原石産地」『日本文化財科学会第12回大会研究発表要旨集』, 日本文化財科学会
8.谷 和隆「野尻湖遺跡群における先土器時代の石器石材」『長野県埋蔵文化財センター紀要J4,11-17頁,(財 )長野県埋蔵文化財セ
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